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市民の皆様の市政に対するご意見、ご提案
をお待ちしています。
●市長メールアドレス：mayor@city.miki.lg.jp
●「市長のふれあいページ」は、「市ホームページ」をご覧ください。
●市ホームページアドレス：http://www.city.miki.lg.jp/
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生涯活躍のまち構想
①戸建住宅団地の再生
全国的な課題である郊外型の住宅団地の再生。多世代共
生による生涯活躍のまち構想の推進により団地再生へ
チャレンジ

②住み替えや移住の促進
集合住宅の建設や既存住宅の若者向けリフォームを支援。
高齢者の地域内での住み替えや若者の移住促進

③高齢者の生活を支援
高齢化による独り暮らしや高齢者のみの世帯の増加に対
応し、新たな生活支援サービスを提供。高齢者の地域で
の暮らしをサポート

④かけがえのない鉄道を維持
緑が丘駅前での集合住宅の建設をはじめとする住宅団地
の再生などにより、神鉄の沿線地域を振興。神鉄粟生線
を維持・存続

ごみ処理の民間委託
①人口減少社会での新たなごみ処理システム
人口減少によるごみの減少に対し、適切に対応できる効
率的なごみ処理システムを構築

②高齢社会への対応
高齢者のみの世帯が増加する中で、ごみの「戸別収集」な
どの市民還元を行い新たな福祉ニーズに対応

③循環型社会の構築
バイオマス発電などによる再生可能エネルギーへの取り
組みなど、地球温暖化防止への対応

④地域資源の活用
三木市には日本で2番目、関西で最大の廃棄物処理事業
者があり、この事業者とタイアップして三木独自の手法
で事業を推進

※「ごみ処理の民間委託について」は、広報みき別冊を発
行していますので、ご参照ください。
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特集
S P E C I A L
E D I T I O N1 今、三木市が進める３大プロジェクト今、三木市が進める３大プロジェクト今、三木市が進める３大プロジェクト

①まちのにぎわいづくり
山陽自動車道の利用者を集客し、にぎわい拠点づくりを推進。さらに旧市街地への人
の流れを生み出し、地域活性化を推進

②攻めの農業への転換
県内最大規模の直売所を拠点として、もうかる農業、食べていける農業を推進

③若者の働く場の創出
新たに若い世代が魅力を感じる雇用の場を創り出し、若い世代の流入・Uターンを促進

④新たな東西新幹線道路など道路網の整備
三木SA北側開発エリアを契機として、「（仮称）東西の新幹線道路」を新設。渋滞して
いた市内道路交通の流れを大きく変革

市では、人口減少に歯止めをかけるべく一丸となって三木創生に向けたさまざまな取り組みを展
開しています。
その中でも、三木のまちを存続させていくための3大プロジェクトとして、「大型集客施設の誘致」

「生涯活躍のまち構想」「ごみ処理の民間委託」を総合的な戦略として一体となり、未来への投資と
して推進していくことで、将来の三木市の生き残りへとつなげていきます。
なお、これらのプロジェクトは、財政規律を確保しながら推進します。

3大プロジェクトの目的1 ■問（市）営業課、生涯活躍のまち推進課、環境政策課

～将来にわたって三木のまちを存続させていくために～

大型集客施設の誘致

①未来への投資
②総合的なまちづくり
③将来への生き残り

目 的
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。
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特集
S P E C I A L
E D I T I O N1

市では、高速道路網の利便性を活用し、若者をはじめ多世代が「たべる」「あそぶ」「くつろぐ」
ことのできる魅惑空間をつくるとともに、若者が働きたくなる「しごと」の場を創出し、まちの
にぎわいづくりを進めるため、山陽自動車道三木SA北側エリア開発プロジェクトの基本構想を
策定しました。

「集客ゾーン」では、甲子園球場の約1.3個分の広大な敷地において、郊外地の適性を活か
し地域オリジナルの魅力を発信する「大型直売所」などの施設を核とすることで、農業や地
場産業の振興をも図るとともに、大型ショッピングモールなど流行に左右されずに継続的・
広域的に集客を図ります。
あわせて「集客ゾーン」だけではなく「産業・流通ゾーン」も設け、働く場をも確保した
複合的な施設とし、開発エリア全体の魅力が向上します。

大型集客施設の誘致（山陽自動車三木SA北側エリア開発）2

（1）全体イメージ ①集客ゾーンのイメージ
　自然、物産、食文化など、当地の魅
力を引き出す地産地消を核としたオリ
ジナルで多世代が訪れたくなる集客施
設等を誘致。各施設をパビリオン的に配
置し、にぎわいのゾーンを創出します。

②産業・流通ゾーンのイメージ
京阪神大都市の消費地に近いなど、
優れた立地特性を最大限に活かし、若
者が魅力を感じる産業系・流通系・研
究系の拠点づくりを進めます。

※今後、この基本構想に示した内容をベースとして、よりよい提案を実現できるパートナー事業者を募集します。

たべる あそぶ

しごと

くつろぐ

産業・流通
ゾーン

産業・流通ゾーン

集客ゾーン

山陽自動車道
三木サービス
エリア

②産業・流通ゾーン
　約20ha

①集客ゾーン
　約5ha

加佐草加野線

参考：集客ゾーンのイメージ　道の駅川場田園プラザ（群馬県川場村）　※ホームページから写真転載。
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（2）概算収支計画

（3）スケジュール

①概算収支の試算
本事業の概算事業費は次のとおりです。なお、特別会計とし独立採算とします。

●建設コスト（概算事業費）

●事業収入
事業収入は、民間事業者の土地売却における相場観などの意見聴取を参考とし想定しました。

造成した土地の売却による事業収入　約90億円（B）

●事業収支　  （B）－（A）=約20億円の黒字　※うち市の黒字額　約7億円（C）

②開発区域内における公共工事（概算事業費）の試算
上記以外に、市の費用で関連公共工事を実施します。

本事業は、一般会計とは別の特別会計による独立採算とし、現時点では約7億円の黒字を
見込んでいます。この黒字額を市が行うべき開発区域内の公共工事に充てることで、市財政
への影響が極力及ばないようにしていきます。

（C）－（D）＝±0億円（事業の黒字額により企業会計の関連公共工事の費用が賄える見込み。）

項　目

用地取得費

造成工事費

諸 費

主  な  内  容 合　　計

約70億円（A）

用地取得

開発区域内の造成、調整池、区画道路、公園、上水道等

工　事　名 事　業　費

幹線道路

開発区域内の公共下水道汚水幹線・雨水幹線

未定

約12億円（補助金除き7億円）（D）

用地測量、ボーリング調査、許認可申請等

項　目

一般会計

企業会計

基本構想策定

プロポーザル公募

基本設計・造成設計 造成工事 分譲 建築工事

測量・用地買収 開発協議・許認可

H29.4～ 4か年 3か年 H36.4～
開業

H33.4～

※なお、開発区域外の公共工事等については、別途実施します。
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特集
S P E C I A L
E D I T I O N 1

平成28年8月に内閣総理大臣の認定を受けた生涯活躍のまち構想を推進するため、平成29年3月
に一般社団法人三木市生涯活躍のまち推進機構を設立し、本格的に事業を開始します。市全体で
の事業の推進とともに、緑が丘で事業部を開設し、モデル事業に取り組みます。

各地域では、すでに区長協議会・まちづくり協議会が住民主体でまちづくり活動に取り組まれ
ています。両団体は引き続きまちづくり活動に取り組むとともに、運営協議会や担い手として参
画することで、地域に根差した事業を推進します。

住み良いまちづくりを持続していくために、地域の皆様に積極的に参画いただき、まちづくり
の「担い手」として市・推進機構とともに、生涯活躍のまちづくりに取り組んでいただきたいと
考えています。

生涯活躍のまち構想3

（1）事業の推進体制

（2）住民の参画

まちづくり
協議会

N P O法人

区長協議会

協力事業者

ボランティア
団体

運営協議会
●地元住民と事業協力者で組織
●地域の意見やニーズを集約、
事業に反映

推進機構本部
〈役割〉市全体の事業統括

サテライト
〈役割〉・住民の集いの場

・ワンストップ相談窓口
・サービス提供の場

事 業 部
〈役割〉・地域の特徴を生かした事業計画作成
　　　・地域の事業の統括
　　　・サービス事業者や地域団体との調整
　　　・サテライトの統括・運営支援

など

サテライトの運営
・施設の管理・運営
・快適な居場所づくり

主体的な地域活動
・地域への貢献
・地域互助の機運づくり
・まちのにぎわいづくり

運営協議会へ参画
・事業の評価・提案
・地域ニーズの吸い上げ

サテライトの利用
・地域への関心を高める
・交流のきっかけづくり

住民主体のまちづくり

まちの魅力を高め、いつまでも住み続けたいと思う豊かなまちの実現

提言

情報

まちづくり事業
として参画
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市、民間事業者、地域団体等の連携を図るとともに、地域のニーズを聴き、事業に取り入れる
ことで生涯活躍のまち構想を推進し、持続可能なまちづくりを実現します。

（3）住民の暮らしの向上

モデルとなる緑が丘では、高齢者の地域内での住み替えや若い世代の移住を促進するため、駅
前の中高層住宅が建設できる場所に民間の活力を活用して中高層の賃貸住宅を整備。地域内から
の高齢者の住み替えを促進し、住み替えにより空き家となった住宅を若者向けにリフォームする
ことを支援し、若い世代の移住をも促進します。

（4）住み替えや移住を促進するための集合住宅の建設

生涯活躍のまち構想は、市全体で取り組みます。緑が丘地区において推進したモデル事業の成
果をもとに、市内のそれぞれの地域特性などを踏まえて市内各地区へ事業を展開します。

（5）地域に即した事業展開

●地域で支え合うまちづくり
●多世代が交流するにぎわいあるまちづくり
●誰もがいつまでもいきいきと暮らせる魅力あるまちづくり

生涯活躍のまち構想の推進
●日常生活の困りごとの相談を受け、専
門窓口やサービス事業者につなぎます。
●多世代が気軽に立ち寄り、おしゃべ
りなどでやすらげる場所をつくります。
●健康増進や生きがいづくり、子育て
支援などのサービスを順次提供します。
●若者・子育て世代の市内への移住を
促進します。

住民の暮らしは向上します
●困りごとの相談や新たな生活支援サービ
スが始まり暮らしの利便性が向上します。

●地域の方との交流が深まり、新たなつな
がりのきっかけづくりとなります。

●いつまでも健康でいきいきと暮らせるこ
とができ、生活の快適さが向上します。

●いろいろな世代が暮らすにぎわいのある
まちづくりを実現します。

集合住宅へ
住み替え

若い世代の
移住・転入

それぞれの地域に即した事業を展開

三木市全体を活性化し、生涯活躍のまちの実現へ

●介護保険事業
●子育て支援体制の充実
●まちづくり活動の促進　など

●地域課題に対応する事業体制
●地域資源の活用
●住民主体のまちづくり　など

市全体での取組 モデル事業の成果

若者向け住宅な
どにリフォーム

※なお、リフォーム支援については、全市域を対象とした制度です。

緑が丘駅前
に集合住宅
を整備
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▶販 売 数　1,000セット（1人につき1セット）
▶販 売 額　1セット10,000円（利用券：3,000円券×5枚）
▶応募条件　20歳以上で市内在住または在勤の方

（1人1通に限ります）
▶応募期限　5月19日㈮　消印有効
▶応募方法
郵便往復はがき（私製を除く）の
【往信用裏面】に「ゴルフ場利用券購入希望」と記
入し、①郵便番号・住所②氏名③年齢④電話番号⑤⑥会社名・所在地（市内在勤の方のみ）を明記。

【返信用表面】に郵便番号・住所・氏名を明記し、下記まで送付してください。
応募多数の場合は抽選の上、結果を返信用はがきにて通知します。
当選通知はがきが利用券の引換券となります。

▶利用期限　平成29年12月31日㈰
・利用券は1プレーにつき1人2枚まで利用できます。
・現金との引き換えはできません。
・3,000円以上の支払いに使用でき、釣銭は支払われません。
・市内のゴルフ場で利用できますが、エントリーを保障するものではありません。
■問・■応募（市）商工観光課　ゴルフ振興グループ　☎89－2401

▼往復はがきの記入例

ゴルフ場利用券の販売

▶引換方法
●市役所での引換「引換券」と「現金1万円」を持
参してください。
引換場所・時間
・6/1～6/9　　市役所3階プロムナード
6/12～6/30　市役所2階商工観光課

・平日：午前8時30分～午後5時
●書留による郵送
・郵送にかかる料金・書留封筒代は利用券購入者
の負担となります。
・現金書留に「引換券」、「現金1万円」および「返
信用封筒〔送付先住所・宛名を明記、切手（簡
易書留代含む）を貼付〕」を同封の上、下記ま
で送付してください。

※ゴルフ場利用券は1冊10gです。切手代などに過
不足がないようご注意ください。
引換期限　6月30日㈮　消印有効

見本

見本

記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

市
か
ら
当
落
の
結
果
を
返
送
し
ま
す
。

三
木
市
上
の
丸
町
10
番
30
号

三
木
市
豊
か
な
く
ら
し
部

　
　
　
　
商
工
観
光
課
　
行

応
募
者
の
住
所

応
募
者
の
氏
名
　
様

ゴルフ場利用券購入希望

①住所　〒○○○-○○○○

　三木市○○町○○番地

②氏名　○○　○○

③年齢　○○歳

④電話番号　○○-○○○○

市内在勤の方は以下も明記

⑤会社名　○○○○○

⑥所在地　三木市○○町○○番地

６ 7 3 0 4 9 2
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一
般
社
団
法
人
三
木
市
生
涯
活
躍
の
ま
ち
推
進
機
構

　
緑
が
丘
事
業
部
が
オ
ー
プ
ン

ふ
れ
あ
い
収
集
の
対
象
者
を
拡
大

内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
を
推
進
す
る
た
め
「
一

般
社
団
法
人
三
木
市
生
涯
活
躍
の
ま
ち
推
進
機
構
」
が
設
立
さ
れ
、
こ
の
た
び
「
緑

が
丘
事
業
部
」
を
４
月
25
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
域
住
民
や
事
業
者
に
よ
る
運
営
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
意

見
や
ニ
ー
ズ
を
聴
き
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
充
実
さ
せ
、
事
業
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
に
つ
い
て
の
意
見
や
質
問
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
場
所

緑
が
丘
町
東
1
丁
目
1
―
47
（
サ
ン

ロ
ー
ド
商
店
街
内
）

▼
開
設
時
間

月
〜
金
曜　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

高
齢
者
お
よ
び
障
害
者
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、

お
住
ま
い
の
家
庭
を
訪
問
し
、
ご
み
を
収
集
す
る

「
ふ
れ
あ
い
収
集
」
の
利
用
対
象
者
を
拡
充
し
ま

す
。

▼
対
象
者

ご
み
を
自
ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
持
ち
出
す
こ

と
が
困
難
で
、
訪
問
介
護
ま
た
は
居
宅
介
護
を
利
用

し
て
い
る
方
の
み
の
世
帯
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
。

・
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
要
介
護
2
以
上

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

・
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
・
障
害
者
総
合
支
援
法
の
障
害
支
援
区
分
の
認
定
を

受
け
て
い
る
（
新
規
拡
充
分
）

た
だ
し
、
訪
問
調
査
を
行
い
、
審
査
し
た
上
で
利

用
決
定
を
し
ま
す
。

■問
（市）
環
境
課
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

☎
8
3
―
2
6
0
8

■問（
一
社
）三
木
市
生
涯
活
躍
の
ま
ち
推

進
機
構
　
緑
が
丘
事
業
部

☎
7
0
―
7
1
5
5

コープ
三木緑が丘

交番

N

緑が丘事業部

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

く
ら
し
の
情
報

相
　
談

健
　
康

子
育
て

教
室
・
講
座

募
　
集

人
権
の
目

催
　
し
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高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
住
宅
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
高
齢

者
に
対
応
し
た
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
世
帯

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯

（
今
ま
で
に
当
事
業
に
よ
る
助
成
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
こ
と
）

▼
対
象
事
業

高
齢
者
に
配
慮
し
た
既
存
住
宅
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事

▼
要
件

・
2
カ
所
以
上
の
手
す
り
の
取
り
付
け

ま
た
は
屋
内
の
段
差
解
消
を
伴
う
工

事
の
実
施
（
個
所
ご
と
に
限
度
額
あ

り
）

・
平
成
30
年
2
月
末
ま
で
に
工
事
が
完

了
し
、
支
払
い
を
終
え
る

・
築
年
数
・
住
宅
の
工
法
な
ど
に
よ
り
耐

震
診
断
の
受
診
が
必
要
な
場
合
あ
り

▼
受
付
期
限　

12
月
15
日
㈮

▼
所
得
制
限

・
生
計
中
心
者
が
給
与
収
入
の
み
の
場

合:
前
年
分
の
給
与
収
入
金
額
が

8
0
0
万
円
以
下
の
世
帯

・
生
計
中
心
者
が
給
与
収
入
の
み
以
外

の
場
合:
前
年
分
の
所
得
金
額
が

6
0
0
万
円
以
下
の
世
帯

▼
助
成
対
象
経
費
の
限
度
額
　
50
万
円

▼
助
成
率

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び
均
等
割

課
税
世
帯:

2
分
の
1

・
市
民
税
所
得
割
課
税
世
帯
お
よ
び
所

得
税
課
税
世
帯:

3
分
の
1

▼
申
請
方
法

必
要
書
類
な
ど
を
左
記
ま
で
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■問 

・
■申請
（市）
介
護
保
険
課

介
護
予
防
グ
ル
ー
プ

高
齢
者
の
住
宅
改
造
費
用
を
助
成

い
る
方
ま
た
は
し
て
い
た
方

▼
内
容　

情
報
交
換
会

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

5
月
16
日
㈫

■問 

・
■申込 

（市）
介
護
保
険
課
　
介
護
予
防
グ

ル
ー
プ

▼
日
時　

5
月
18
日
㈭

▼
場
所　

教
育
セ
ン
タ
ー
3
階

　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
室
2

▼
対
象　

高
齢
者
の
お
世
話
を
し
て

家
族
介
護
者
交
流
会

バ
ス
・
鉄
道
・
タ
ク
シ
ー
の
乗
車
券
な
ど
を
交
付

自
主
的
に
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
高
齢
者
の
方
へ

市
で
は
、
自
主
的
に
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
高
齢
者
の
方
の
移
動
を
支
援

し
、
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
バ
ス
や
鉄
道
、
タ
ク
シ
ー
の
１
万
円
相
当

の
乗
車
券
な
ど
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
で

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
方

▼
受
付
期
限
　
平
成
30
年
3
月
30
日
㈮

▼
乗
車
券
の
種
類

次
の
6
種
類
か
ら
5
冊
選
べ
ま
す
。

・
ニ
コ
パ
カ
ー
ド
引
換
券

・
ニ
コ
パ
カ
ー
ド
チ
ャ
ー
ジ
券

・
神
戸
電
鉄
回
数
券

・
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券

・
神
姫
バ
ス
回
数
券

・
神
姫
ゾ
ー
ン
バ
ス
回
数
券

▼
申
請
方
法

運
転
免
許
証
を
警
察
に
返
納
し
た
証

明
に
な
る
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
ま
た

は
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通

知
書
」
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
市
役
所

3
階
福
祉
課
ま
た
は
吉
川
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

乗
車
券
な
ど
の
交
付
は
年
度
内
に
１

回
限
り
で
自
己
負
担
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

代
理
の
方
で
も
手
続
き
が
で
き
ま

す
。

■問
（市）
福
祉
課
　
総
務
・
高
齢
者
福
祉
グ

ル
ー
プ

納
税
通
知
書
は
5
月
中
旬
に
送
り
ま

す
。
納
付
書
で
納
め
る
方
は
、
5
月
31

日
㈬
ま
で
に
、
最
寄
り
の
銀
行
・
郵
便

局
・
農
協
な
ど
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ

ニ
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
で

納
め
る
方
は
、
5
月
31
日
に
振
替
を
し
ま
す
。

な
お
、
市
税
の
納
付
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
現
在
、
口
座
振
替
を
利
用
す

る
方
で
、
振
替
の
停
止
を
希
望
す
る
方
は
、
5
月

19
日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
の
継
続
審
査
（
車
検
）
の
際
に
は
、

領
収
証
書
兼
納
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。
車
検
証

と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

紛
失
し
た
場
合
、
市
役
所
3
階
税
務
課
の
窓
口

で
再
取
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
金
融
機
関
な

ど
の
窓
口
で
軽
自
動
車
税
を
納
め
た
場
合
、
（市）
税

務
課
で
納
付
状
況
が
確
認
で
き
る
に
は
期
間
（
最

長
10
日
間
ほ
ど
）
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
間
は
納
税

証
明
書
が
発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
（市）
税
務
課
　
管
理
グ
ル
ー
プ

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
5
月
31
日
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領
収
証
書
兼
納
税
証
明
書
は
大
切
に
保
管
を

自
動
車
税
の
納
期
限
は
5
月
31
日

　
お
忘
れ
な
く
！

■問
（県）
加
東
県
税
事
務
所

☎
0
7
9
5
―
4
2
―
9
3
3
1

高齢期移行助成事業を創設７月から

65歳～69歳の方で、所得がない方と一定の所得以下で要介護2以上の方の医療費を助成します。
老人医療費助成事業は廃止しますが、経過措置を行います。
▶対象者
（65歳～69歳の方）

医療費の助成を受けるためには､受給者証が必要です。交付の手続きなど詳しくは下記まで
問い合わせてください。

■問（市）医療保険課　福祉医療グループ

▶要件

▶負担限度額

区分
Ⅰ

Ⅱ

負担割合 負担限度額（1カ月当たり）
外　来　8,000円　 入院など　15,000円
外　来　 　①②12,000円    ③ 8,000円　
入院など　 ①②35,400円    ③24,600円

①②2割　③1割

2割

①昭和27年7月1日以降生まれの方
②昭和24年7月1日～昭和27年6月30日生まれの方
③昭和22年7月2日～昭和24年6月30日生まれの方

市民税非課税世帯で、世帯全員が年金収入80万円以下かつ所得がない方
①市民税非課税世帯で、本人の年金収入を加えた所得が80万円以下かつ要介
護2以上の方
②③市民税非課税世帯で本人の年金収入を加えた所得が80万円以下の方

区分
Ⅰ

Ⅱ

要　　件

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

く
ら
し
の
情
報

相
　
談

健
　
康

子
育
て

教
室
・
講
座

募
　
集

人
権
の
目

催
　
し
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中
小
企
業
の
設
備
投
資
を
応
援

▼
補
助
対
象
者

市
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ
る
中
小

企
業
者
ま
た
は
市
内
に
住
所
が
あ
る
個

人
事
業
者
で
、
市
内
で
引
き
続
き
１
年

以
上
事
業
を
営
む
も
の
（
風
営
法
の
営

業
許
可
の
対
象
で
な
い
こ
と
）

▼
補
助
対
象
事
業

次
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
機

械
・
装
置
、
工
具
・
器
具
な
ど

・
市
内
の
事
業
所
に
新
設
、
増
設
ま
た

は
更
新
さ
れ
る
も
の（
中
古
品
や
リ
ー

ス
契
約
に
基
づ
く
も
の
で
な
い
こ
と
）

・
補
助
対
象
経
費
が
50
万
円
以
上
の
も
の

・
市
の
償
却
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
る
も
の
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
含
ま

な
い
）

・
設
備
の
導
入
に
よ
り
、
事
業
の
拡

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

▼
融
資
対
象

次
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
方

（
事
業
主
お
よ
び
家
族
従
業
者
は
除
く
）

・
同
一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤
務
し
、

市
内
に
1
年
以
上
居
住
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
同
一
事
業
所
に
3
年
以

上
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る
方

・
市
内
に
自
己
の
住
宅
を
建
築
（
増
改

築
を
含
む
）
ま
た
は
購
入
し
よ
う
と

す
る
方

・
融
資
金
の
返
済
能
力
を
十
分
に
有
す

る
方

・
満
20
歳
以
上
55
歳
未
満
の
方
（
最
終

返
済
時
の
年
齢
が
76
歳
未
満
）

市
内
で
起
業
す
る
方
を
支
援

市
内
で
起
業
す
る
た
め
に
日
本
政
策

金
融
公
庫
（
以
下
「
公
庫
」
と
い
う
。）

か
ら
融
資
を
受
け
る
方
を
支
援
し
ま

す
。

▼
対
象
者

三
木
市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
市

内
で
起
業
す
る
予
定
、
ま
た
は
開
業

後
1
年
未
満
の
方

▼
対
象
融
資
資
金

公
庫
の
取
り
扱
う
融
資
資
金

▼
資
金
使
途

運
転
資
金
ま
た
は
設
備
資
金

▼
補
助
内
容

当
該
融
資
期
間
中
に
支
払
う
利
息
の

50
％
（
遅
延
利
息
を
除
く
）

▼
取
扱
金
融
機
関

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
明
石
支
店
国

民
生
活
事
業

1
0
7
8
―
9
1
2
―
4
1
1
4

○
吉
川
町
で
起
業
の
方

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
神
戸
支
店
国

民
生
活
事
業

1
0
7
8
―
3
4
1
―
4
9
8
1

■問
（市）
商
工
観
光
課
　
商
工
振
興
グ
ル
ー
プ

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

・
取
扱
金
融
機
関
の
指
定
す
る
保
証
機

関
の
保
証
が
受
け
ら
れ
る
方

▼
融
資
限
度
額　

2
千
万
円
以
内

▼
融
資
期
間　

35
年
以
内

▼
利
率　

固
定
金
利
型（
年
1
･
85
％
）

▼
償
還
方
法　

元
利
均
等
月
賦
償
還
方

式
（
半
年
賦
償
還
併
用
方
式
可
）

▼
取
扱
金
融
機
関　

近
畿
労
働
金
庫
北

播
支
店

1
0
7
9
5
―
2
3
―
5
5
5
1

審
査
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
希
望
の
融

資
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
（市）
商
工
観
光
課
　
商
工
振
興
グ
ル
ー
プ

大
、
生
産
性
向
上
、
効
率
化
ま
た
は

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど
、
経
営
改

善
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
も
の

・
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
整
備
さ
れ

る
も
の

・
他
の
補
助
金
な
ど
の
対
象
と
な
ら
な

い
も
の

▼
補
助
限
度
額
な
ど

補
助
対
象
経
費
の
3
分
の
1
以
内
で

3
0
0
万
円
を
限
度
。
た
だ
し
、
予
算

額
を
超
え
た
場
合
、
予
算
額
を
補
助
金

額
の
比
で
按
分
し
て
交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
回
数
　
年
度
内
に
１
回
の
み

▼
募
集
期
間

5
月
1
日
㈪
〜
6
月
9
日
㈮

■問
（市）
商
工
観
光
課
　
か
な
も
の
振
興
グ

ル
ー
プ

施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活

用
さ
れ
ま
す
。

正
確
な
記
入
と
調
査
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。な
お
、調
査
票
に
記
入
し

た
内
容
は
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■問
（市）
商
工
観
光
課
　
か
な
も
の
振
興
グ

ル
ー
プ

製
造
業
の
皆
様
へ

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
を
6
月
1

日
時
点
で
行
い
ま
す
。

我
が
国
に
お
け
る
工
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府

の
重
要
な
調
査
で
、統
計
法
に
基
づ
く
報

告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

調
査
の
結
果
は
、中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
、国
お
よ
び
地
域
行
政
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市
内
の
施
工
業
者
を
利
用
す
る

　
　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
費
用
を
補
助

市
で
は
、
市
内
産
業
の
活
性
化
と
市
民
の
皆
様
の
住
環
境
の
向
上
の
た
め
、
市

内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
住
宅
の
改
修
工
事
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
募
集
件
数　

1
0
0
件
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

▼
申
込
期
限　

5
月
31
日
㈬　

消
印
有
効

▼
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
持

ち
込
み
不
可
）。

▼
対
象
者　

次
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
方

・
三
木
市
に
住
所
を
有
す
る
方

・
市
内
で
自
ら
所
有
す
る
住
宅
に
居
住
し
て
い

る
方

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

過
去
に
同
事
業
の
補
助
を
受
け
た
方
と
住
宅

は
対
象
外

▼
対
象
工
事
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
住
宅
改

修
な
ど
の
工
事

・
市
内
の
施
工
業
者
※
が
施
工
す
る
工
事

※
市
内
に
主
た
る
事
業
所（
本
社
ま
た
は
本
店
）

が
あ
る
法
人
、
ま
た
は
市
内
に
住
所
が
あ
る

個
人
事
業
所

・
工
事
費
が
20
万
円
以
上
の
改
築
、
修
繕
、
模

様
替
え
な
ど
の
工
事

申込時の往復はがきの記入例

往
信
の
文
面

返
信
の
宛
名
面

三
木
市
○
○
町
○
○
番
地

三
木　

太
郎
様

三木市住宅リフォーム支援事業に
応募します。

①住所　〒○○○-○○○○
三木市○○町○○番地

②氏名　三木　太郎（みき　たろう）
③生年月日　昭和○○年○月○日
④電話番号　○○○○-○○-○○○○
⑤工事内容　台所改修、屋根の修

理、外壁の塗装など
⑥工事予定日程
○○月○○日から○○月○○日

⑦住宅の所有者　三木　太郎

返
信
の
文
面

往
信
の
宛
名
面

※
後
日
、
三
木
市
商
工
観
光
課
か
ら

抽
選
番
号
を
記
入
し
、
返
送
し
ま

す
。

（
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

三
木
市
上
の
丸
町
10
番
30
号

三
木
市
豊
か
な
く
ら
し
部

　
　
　

商
工
観
光
課　

行

6 7 3 0 4 9 2

・
補
助
金
の
交
付
決
定
後
（
6
月
下
旬
以
降
）

に
着
手
す
る
工
事

・
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
に
工
事
が
完
了

し
、
工
事
代
金
の
支
払
い
も
終
え
る
こ
と
が

で
き
る
工
事

▼
対
象
と
な
ら
な
い
工
事
・
工
事
箇
所

・
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
着
工
ま
た
は
完
了

し
て
い
る
工
事

・
電
化
製
品
の
取
り
付
け
工
事

・
外
構
工
事
（
カ
ー
ポ
ー
ト
・
造
園
・
門
扉
・

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
）

・
市
の
他
の
助
成
制
度
（
若
者
・
子
育
て
世
帯

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
を
除
く
）
や
住

宅
ス
ト
ッ
ク
循
環
支
援
事
業
制
度
の
対
象
と

な
る
工
事
箇
所

▼
補
助
金
額　

補
助
対
象
と
な
る
工
事
費
の
10
％

（
上
限
10
万
円
）

▼
変
更
点　

新
規
事
業
で
あ
る
「
若
者
・
子
育

て
世
帯
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
（
■問
縁
結
び

課
）」の
助
成
を
受
け
る
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

■問 

・
■申込
（市）
商
工
観
光
課
　
商
工
振
興
グ
ル
ー
プ

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

く
ら
し
の
情
報

相
　
談

健
　
康

子
育
て

教
室
・
講
座

募
　
集

人
権
の
目

催
　
し
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みっきぃナビ三木市役所・〒673－0492  上の丸町10－30・182－2000

▼
場
所　

三
木
商
工
会
館

　
　
　
　

４
階
大
会
議
室

▼
対
象　

市
内
事
業
所
な
ど

▼
内
容　

平
成
30
年
3
月
新
規
学
卒
者

の
採
用
選
考
と
求
人
申
込
手
続
き
に

つ
い
て

■問
神
戸
公
共
職
業
安
定
所　

学
卒
第
一

部
門

1
0
7
8
―
3
6
2
―
4
5
8
1

新
規
学
卒
者
求
人
説
明
会
を
開
催
（
事
業
所
対
象
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
神
戸
で
は
地
域
雇
用

の
促
進
と
求
人
活
動
を
支
援
す
る
た
め

に
、
求
人
申
込
な
ど
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

来
春
の
新
規
学
卒
者
の
採
用
を
予
定

し
て
い
る
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
考
え
よ

う
と
し
て
い
る
事
業
所
の
皆
様
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時　

5
月
25
日
㈭　

午
後
2
時
〜

▼
対
象
事
業
所

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
事
業

所・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内
に
主
た

る
事
業
所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は
法

人
で
、
市
内
で
引
き
続
き
1
年
以
上

事
業
を
営
ん
で
い
る

・
対
象
従
業
員
に
対
し
て
奨
学
金
返
済

負
担
軽
減
制
度
を
設
け
て
い
る

・（
一
財
）兵
庫
県
雇
用
開
発
協
会
の
中

小
企
業
奨
学
金
返
済
支
援
制
度
事
業

補
助
金
（
以
下
、
協
会
補
助
金
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る

▼
対
象
従
業
員

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
30
歳
未
満

・
市
内
事
業
所
に
勤
務

・
正
社
員

・
対
象
事
業
所
に
就
職
後
3
年
以
内

・
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
を
受

給
し
、
返
済
義
務
が
あ
る

市
内
中
小
企
業
の
人
材
確
保
や
若
年
者
の
市
内
就
職
・
定
着
を
図
る
た
め
、
若

手
社
員
の
奨
学
金
返
済
を
支
援
す
る
中
小
企
業
を
補
助
し
ま
す
。

中
小
企
業
奨
学
金
返
済
支
援
制
度
事
業
補
助
金
を
創
設

さ
ん
だ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

〜
働
く
こ
と
に
踏
み
出
し
た
い
若
者
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
窓
口
〜

▼
補
助
期
間

対
象
従
業
員
1
人
に
つ
き
、
最
大
3

カ
年
（
就
職
3
年
目
で
あ
れ
ば
、
補
助

期
間
は
最
長
1
年
間
）

▼
補
助
金
額　

協
会
補
助
金
と
同
額

（
随
伴
補
助
）

▼
補
助
率　

3
分
の
1　

補
助
限
度
6

万
円
/
年

▼
そ
の
他

市
の
補
助
金
の
申
請
前
に
（
一
財
）

兵
庫
県
雇
用
開
発
協
会
へ
補
助
金
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 

・
■申請

・
（市）
商
工
観
光
課　

・（
一
財
）
兵
庫
県
雇
用
開
発
協
会

☎
0
7
8
―
3
6
2
―
6
5
8
3

「
進
路
・
職
業
選
択
に
つ
い
て
迷
っ
て
い
る
」
、

「
応
募
書
類
の
作
成
や
面
接
に
自
信
が
な
い
」、

「
応
募
し
て
い
る
が
、採
用
が
決
ま
ら
な
い
」な
ど
、

働
く
こ
と
に
悩
む
若
者
と
保
護
者
を
対
象
に
、
就

職
に
向
け
た
継
続
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
就

職
決
定
後
も
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
、
い
つ
で

も
相
談
で
き
ま
す
。
相
談
無
料
。

■問
さ
ん
だ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
0
7
9
―
5
6
5
―
9
3
0
0　

三
田
市
天
神
1
―
5
―
3
3

:http://saposute.sblo.jp/

三田市商工会館月～金曜　
午前9時30分～午後5時

まちづくり協働
センター

水曜　
午後1時～5時

ウッディタウン
市民センター

第1・3木曜　
午後2時～5時

多世代交流館第2・4木曜　
午後1時～5時

日　時 場　所

▼
助
成
額

①
一
般
的
な
事
業

支
援
の
対
象
と
な
る
経
費
の
総
額

（
１
件
に
つ
き
５
万
円
を
限
度
）

②
効
果
が
顕
著
と
認
め
る
事
業

支
援
の
対
象
と
な
る
経
費
の
総
額

（
１
件
に
つ
き
20
万
円
を
限
度
）

③
市
と
協
働
で
実
施
す
る
事
業

支
援
の
対
象
と
な
る
経
費
の
2
分
の

1
に
相
当
す
る
額

（
例
）
市
民
を
対
象
と
す
る
講
演
会
の

開
催
経
費
な
ど

▼
対
象
団
体

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
団
体

・
2
名
以
上
で
構
成
さ
れ
、
市
内
在
住

の
方
が
半
数
以
上
で
あ
る

・
団
体
の
事
務
所
の
所
在
地
ま
た
は
代

表
者
の
住
所
が
市
内
に
あ
る

・
市
内
で
市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る

・
団
体
構
成
員
以
外
の
人
に
対
す
る
活

動（
事
業
）を
年
間
※
12
日
以
上
実
施

・
市
か
ら
他
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な

い 市
民
の
皆
様
の
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
「
市
民
活
動
支
援
事
業
」

の
１
次
募
集
を
行
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
福
祉
、
環
境
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

青
少
年
育
成
、
そ
の
他
社
会
貢
献
に
係
る
分
野
で
活
動
す
る
団
体
に
対
し
て
、
活

動
の
際
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
年
間
と
は
、
平
成
29
年
4
月
1
日
〜

30
年
3
月
31
日

▼
対
象
と
な
る
経
費

事
業
（
活
動
）
の
実
施
に
直
接
係
る

経
費

（
例
）
チ
ラ
シ
な
ど
の
印
刷
代
、
活
動

資
材
の
購
入
費
、
郵
便
代
、
備
品
購
入

費
な
ど

▼
対
象
と
な
ら
な
い
経
費

団
体
の
維
持
、
運
営
に
係
る
経
費

（
例
）
事
務
所
の
家
賃
・
光
熱
水
費
、

ス
タ
ッ
フ
の
人
件
費
、
飲
食
費
な
ど

▼
応
募
方
法

市
役
所
4
階
市
民
協
働
課
、
各
市
立

公
民
館
、
三
木
南
交
流
セ
ン
タ
ー
、
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
申
請
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記

入
し
、
前
記
窓
口
に
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
（
持
参
の
み
）。

▼
受
付
期
間　

5
月
8
日
㈪
〜
26
日
㈮

■問 ・
■応募
（市）
市
民
協
働
課　
市
民
交
流
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
育
成
グ
ル
ー
プ

「
市
民
活
動
支
援
事
業
」
１
次
募
集
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神戸電鉄粟生線活性化協議会からのお知らせ

▶申込方法　市役所2階交通政策課、各市立公民館、神鉄志染駅などにある申込書に必要事項を記入し、
窓口で申し込んでください。FAX、郵送、協議会ホームページ（http://www.aosen-kasseika.jp/）
でも申し込みできます。

■問・■申込（市）交通政策課　交通政策グループ

●粟生線サポーターズくらぶ会員証
●1日フリー乗車券（神鉄全線～阪急・阪神神
戸三宮・西代）［有効期限：平成30年3月31日］
●くらぶ加盟店での割引や特典
●粟生線乗ろうDAY！イベント参加でオリジ
ナルグッズ

①2,000円/年
②大　　　人　1,200円/年
　小学生以下　  600円/年

●特別会員登録証

１口　1,000円
（何口でも可能。また、正会員
と特別会員の同時登録も可能）

会 員 特 典

協 力 金

①正会員　②家族会員 特別会員

粟生線サポーターズくらぶ会員募集中！
「粟生線サポーターズくらぶ」に入会し、粟生線を応援してください。
第5期（4月1日～平成30年3月31日）の入会を受け付けています。

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

く
ら
し
の
情
報
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みっきぃナビ三木市役所・〒673－0492  上の丸町10－30・182－2000

救
急
車
の
適
正
な
利
用
を

放
流
演
習
を
実
施
し
ま
す
。
当
日

は
、
河
川
沿
い
に
あ
る
呑
吐
ダ
ム
放

流
警
報
局
舎
の
サ
イ
レ
ン
を
上
流
か

ら
順
次
鳴
ら
す
と
と
も
に
広
報
車
で

の
放
送
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

■問
加
古
川
水
系
広
域
農
業
水
利
施
設
総
合
管
理
所
　

1
8
7
―
3
3
2
1

呑
吐
ダ
ム
か
ら
放
流
演
習
の
お
知
ら
せ

ど
ん
ど

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
演
習
の
た
め
実
際
の
放
流

は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
日
時　

5
月
12
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午
頃

救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

突
然
倒
れ
意
識
や
呼
吸
が
な
い
、
激

し
い
頭
痛
や
腹
痛
、
ケ
ガ
を
し
て
大
量

の
出
血
が
あ
る
な
ど
症
状
か
ら
み
て
、

緊
急
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は

迷
わ
ず
救
急
車
を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

症
状
が
軽
く
、
迷
う
よ
う
な
状
況
で

あ
れ
ば
、
1
1
9
番
通
報
を
す
る
前
に

（市）
消
防
本
部
（
☎
8
2
―
0
1
1
9
）

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
（市）
消
防
署
　
救
急
救
助
課

☎
8
9
―
0
1
7
3

（市）
消
防
本
部
で
は
、
昨
年
中
の
救
急

件
数
は
3,
7
5
5
件
で
3,
4
8
1

人
を
搬
送
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
者
が
約
半

数
を
占
め
て
い
ま
す
。

出
動
要
請
の
中
に
は
、
定
期
的
な
通

院
な
ど
の
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
利
用
し

よ
う
と
す
る
方
や
、
症
状
に
緊
急
性
が

な
い
場
合
で
も
「
交
通
手
段
が
な
い
」、

「
早
く
診
察
し
て
も
ら
え
る
」
な
ど
と

安
易
に
呼
ぶ
事
案
も
あ
り
、
増
加
の
一

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
真
に
緊
急
を
要
し

救
急
車
が
必
要
な
方
へ
の
対
応
が
遅
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

消
防
車
な
ど
の
緊
急
走
行
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急
自
動

車
は
、
一
刻
も
早
く
災
害
現
場
や
、
病

院
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
道
路
交
通
法
で
特
例
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
緊
急
自
動
車
が
安
全
に
通

行
す
る
た
め
に
は
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

緊
急
自
動
車
が
近
づ
い
た
と
き
は
、

次
の
事
項
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
緊
急
自
動
車
が
接
近
し
て
き
た
ら
、

周
囲
の
状
況
に
配
慮
し
な
が
ら
、
速

や
か
に
道
路
の
左
側
に
寄
っ
て
進
路

を
譲
る
。

・
交
差
点
付
近
で
は
交
差
点
内
を
避
け
、

道
路
の
左
側
に
寄
っ
て
一
時
停
止
す
る
。

・
狭
い
道
路
、
路
地
で
停
車
す
る
場
合

は
、
緊
急
自
動
車
の
通
行
に
支
障
が

な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
。

・
歩
道
の
な
い
道
路
な
ど
を
歩
い
て
い

る
人
や
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
人
は
、

速
や
か
に
進
路
を
譲
る
。

緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す

こ
と
は
、
法
令
で

義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
市
民
の

安
全
を
守
る
た
め
、

サ
イ
レ
ン
音
に
対

し
て
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

■問
（市）
消
防
署
　
救
急
救
助
課

☎
8
9
―
0
1
7
3

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
・
維
持
管
理

法
律
に
よ
り
、
全
て
の
住
宅
に
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
、
設
置
し
て
い
な
い
住
宅

は
早
期
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

電
池
切
れ
や

故
障
に
よ
る
作

動
不
良
を
防
ぐ

た
め
定
期
的
に

点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
な
ど
し
て
作
動
確

認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

誤
作
動
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
掃
除
し
て
く
だ
さ
い
。
掃
除

方
法
は
機
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
取
扱
説
明
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
（市）
消
防
本
部
　
予
防
課

☎
8
9
―
0
1
7
1
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182－0110三 木 警 察 署 だ よ り 182－0110

■問
（市）
環
境
政
策
課

　
環
境
政
策
・
消
費
者
行
政
グ
ル
ー
プ

不
用
品
を
買
い
取
る
と
い
う

　
　
　
　
　
勧
誘
電
話
が
増
え
て
い
ま
す

商
品
や
契
約
に
関
す
る
苦
情
や
多
重

債
務
に
関
す
る
こ
と

▼
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
祝
日
と
第
４
木
曜
を
除
く
）

▼
会
場　
市
役
所
2
階
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
相
談

消
費
生
活
相
談

何
で
も
い
い
の
で
不
用
品
は
な
い
か
、
と
業
者
か
ら
勧
誘
の
電
話
が
あ
り
業

者
が
来
訪
し
て
き
た
。
不
用
品
で
あ
る
服
な
ど
を
出
し
た
と
こ
ろ
貴
金
属
は
な

い
か
と
聞
か
れ
た
。
無
い
と
断
っ
た
が
何
度
も
し
つ
こ
く
言
わ
れ
た
。
貴
金
属

を
だ
す
ま
で
は
帰
っ
て
く
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
り
、
指
輪
を
見

せ
た
と
こ
ろ
服
と
一
緒
に
買
い
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
　
　
　（
70
代
　
女
性
）

最近の相談から不
用
品
の
買
い
取
り
と
勧
誘
し
て
い

て
も
、
訪
問
の
際
に
は
貴
金
属
は
な
い

か
な
ど
と
し
つ
こ
く
勧
誘
す
る
場
合
が

多
く
、
最
終
的
に
は
貴
金
属
を
買
い
取

ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

契
約
す
る
際
に
は
、
そ
の
場
で
す
ぐ

に
買
い
取
っ
て
も
ら
う
か
ど
う
か
決
め

ず
に
、
本
当
に
売
り
た
い
の
か
よ
く
考
え

て
か
ら
契
約
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

契
約
し
て
も
す
ぐ
に
商
品
を
引
き
渡

す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
期
間
中
（
法
定
書
面
交
付
か
ら
8

日
間
以
内
）
は
商
品
を
渡
さ
ず
に
手
元

に
置
い
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
買
い
取
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
が
な
け
れ

ば
、
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

・
訪
問
購
入
の
場
合
、
法
定
書
面
を
受
け

取
っ
た
日
を
含
め
て
8
日
間
は
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
が
で
き
ま
す
（
た
だ
し
一
部
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
で
き
な
い
商
品
も
あ
り
ま

す
）
。

・
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

少しでも怪しいと思ったら、迷わず警察や消費生
活センターに相談をしてください。

う

そ

つ

き

悪徳業者はう・そ・つ・き

◉うまいもうけ話にご用心
　　～こんな言葉に騙されないで～
・元本保証です。後で高値で買い取ります。
・必ずもうかります。必ず上場します。
・被害を回復します。損を取り戻します。
・あなただけが特別に購入できます。
・名義を貸してくれたら、謝礼を払います。など

警戒ワード

未公開株、ファンド型投資商品、公社債、デリバ
ティブ取引、外貨通貨、元本保証

ちょっと冷静に考えてみたら…

・そんなうまいもうけ話は他人には教えません。
・金融庁など公的機関の職員が社債や未公開株などの
取引に関与することはありません。

・もうけ話を持ちかけられた時は特
に慎重になって、すぐに契約せず
に、誰かに相談しましょう。

◉悪質な訪問販売業者にご用心
　　～高齢者が狙われています～

悪質訪問販売業者の主な手口

配水管の無料点検を装って訪問
し、「床下が漏水していて、このままだと家が傾く」、
「瓦が割れていて屋根の修理をしないと雨漏りをす
る」、「水道管の中がさびていて、こんな水を飲んで
いたら病気になる」などと事実とは異なることを言
って不安をあおり、まったく必要のない住宅リフォ
ームや浄水器などを売りつけてきます。

まい話を信用しない　うまい話、絶対もうかる話に
は、必ず大きな落とし穴。

うだんする　1人で判断せず、家族、知人、相談機
関などに相談を。

られて返事をしない、すぐに契約しない　悪徳業者
は、言葉巧みにすぐに契約するように迫ってきます。

っぱりはっきり断る　あいまいな返事をせず、きっ
ぱり、はっきり断る。

み
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“ハローフレンズ” 1 89－2410

－24時間、聴けます－

4日

11日

18日

25日

テレホンサービス

ミギタ・ヴァレリー

チャン ・ サマンサ

モルゲン・デヴォン

ミギタ・ヴァレリー

※出演者は変更になる場合があります。

5月12日は、
民生委員・児童委員の日
民生委員制度は創設100周年、

児童委員制度も70周年という大
きな節目を迎えました。
済世顧問制度に遡るこの100

年間、民生委員は常に住民に寄
り添い、見守り役、相談役とな
って人びとの安心、安全のため
に活動してきました。
民生委員・児童委員制度が大

きな節目を迎えた今日にあって
も、経済的困窮や社会的孤立、
虐待、いじめ、非行など、地域
住民が抱える課題は一層複雑・
深刻化しています。
民生委員・児童委員は、厚生

労働大臣に委嘱されたボランテ
ィアです。
地域住民の立場に立った相

談・支援活動を積極的に行いな
がら幅広い関係機関・団体など
と連携・協働して地域福祉の向
上に努めています。
現在、三木市では民生委員・

児童委員が159名、主任児童委
員11名が活動しています。
地域担当の民生委員・児童委

員は、下記まで問い合わせてく
ださい。
■問（市） 福祉課　総務・高齢者福
祉グループ

危険空き家調査について

今年度、市内にある危険空き
家の実情を把握するため自治会
を通じて調査
を実施します。
情報提供をお
願いします。
■問（市）環境政策課

5月1日～7日は春の大掃除

家族そろって、日頃できない場所を掃除しましょう。
大掃除によるごみは分別し、袋に入れて搬入してください。

▶搬入場所
清掃センター、吉川クリーンセンター（可燃ごみは清掃センタ
ーへ）

▶搬入受付時間
午前8時30分～11時30分、午後1時～3時30分
5月3日㈬～5日㈮は非常に混雑しますので、
時間に余裕を持って搬入してください。

▶閉所日　5月6日㈯、7日㈰
■問（市）環境課（清掃センター）　☎83－2608

5月は赤十字運動月間

日本赤十字社が国内外で行っている災害救護活動や献血事業な
どの人道的活動は、会員・寄付者の方々の温かい善意によって支
えられています。赤十字活動にご理解いただき、活動資金に協力
をお願いします。
■問（市）福祉課　総務・高齢者福祉グループ

犬を正しく飼いましょう

最近、犬のフン処理についての苦情がたくさん寄せられていま
す。散歩の際などの犬のフンが放置されたままになっているため、
不快な思いをしている方がいます。また、衛生上も好ましくあり
ません。

フンの始末は飼主の責任

飼い犬のフンは飼主が家に持ち帰り、飼
主の責任で処理しましょう。また、犬の首
輪に必ずひもをかけて散歩させましょう。
■問（市）環境政策課

スズメバチの駆除

個人住宅やその庭木などにス
ズメバチが巣を作り、市民の皆
様に危害が及ぶ
おそれのある場
合、市が巣の除
去を行います。
■問（市）環境政策課
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記号の意味　■日日時　■場場所　■内内容　■費費用　■対対象　■期募集・受付期間　■持持ち物　■講講師　■託託児　■休休み
■申申込（■☎電話　■窓窓口　■郵郵便　■FAXファックス　■*E-mail　■:インターネット）
■定定員（先先着　抽定員を超えると抽選）　■問問い合わせ（☎電話番号・　ファックス・*E-mail）6

点字および音声による「選挙のお知らせ」の無料配布

選挙や候補者に関する情報を点字または音声（朗読CD）にした
「選挙のお知らせ」を、視覚に障がいのある方に無料で配布しています。
▶対象の選挙　国政選挙、県知事選挙、県議会議員選挙
■申■☎■FAX郵便番号、住所、氏名、希望の種類（点字または音声）を
明記し、申し込んでください。一度申し込むと次回から自動的
に郵送します。
■問・■申込県選挙管理委員会
☎078－362－3101　6078－362－3907

下水道への接続のお願い

供用開始区域で浄化槽やくみ
取り便所を使用している家庭は、
し尿と生活排水を公共下水道に
放流できるよう速やかに排水設
備工事をお願いします。
また、農業集落排水区域の未
接続家庭も農業集落排水への接
続をお願いします。
■問（市）下水道課　下水道管理係

家族の居場所がわかる、選べる2つのGPS

認知症などの理由により行方不明になるおそれがある高齢者に対して、
「GPS（居場所を知らせる装置）」の利用費用を助成し、安全安心な在宅生活を支援します。
■対認知症などが原因で行方不明のおそれがある高齢者とその家族　

三木市定住・移住応援キャラクターの名前が決定

三木市への定住・移住を応援するキャラクターの名前を募集したところ、全国27都道
府県から402件の応募があり、その中から「みきるん」を採用しました。今後、みきるん
は、市ホームページや印刷物などに登場し、三木の魅力を楽しくアピールします。
●決定した名前　みきるん
●採用名応募者　赤羽和親さん（神奈川県川崎市）
たくさんのご応募ありがとうございました。

■問・■申込
（市）介護保険課
介護予防グループ

■問（市）営業課

▶投 票 日　7月2日㈰　　▶投票時間　午前7時～午後8時
そろって投票しましょう！！　　　　 　　　  ■問選挙管理委員会

兵 庫 県 知 事 選 挙

ボクの名前が
決まったよ
みきるんです
よろしくね！

位
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電話

利用料金

ミマモルメ（阪神電気鉄道） ココセコム（セコム）

サービス
内容　　

【家族の携帯などで位置確認】
携帯やパソコンで、位置
を確認し、家族が本人の
ところにかけつけること
ができます。
【持ち運びしやすい端末】
端末が小型なので、携帯したり、専用
のくつに入れて使用できます。

【電話による位置確認】
オペレーションセンターを通じ、
電話で位置を確認することができ
ます。
【現場急行サービス】
要請があった場合に、緊急対処員
が本人のところにかけつけます。
（1時間あたり10,800円）

1回　216円

1回　108円（月2回まで無料）無料
（基本料金に含む、何度でも検索可能）

691円/月 540円/月
付属品料金　2,160円（市民税課税世帯のみ）

所得に応じて下記利用料金から減額になります。
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相　談三木市役所・〒673－0492  上の丸町10－30・182－2000

障
が
い
者
等
の
相
談

職
業
相
談

各
　
種
　
相
　
談

女
性
・
子
育
て
・
教
育
相
談

女性のための弁護
士相談（面談）

配偶者や恋人間のトラブル（Ｄ
Ｖ、離婚、借金、ストーカー被
害）など

5月24日（第4水曜）
午後1時30分～4時30分（1人40分）
（要予約。受付は5月19日㈮まで、ただし
先着4名。事前の面談があります）

男女共同参画セン
ター（教育センタ
ー3階）

女性のための相談
（電話・面談）

離婚問題、夫婦、家族、友人、
職場の人間関係、子育てや介
護、心や体、生き方についてなど
の悩み

①電話相談
　火曜　午前10時～正午、木曜　午後1時～4時
②面接相談（要予約。1人50分）
　火曜　午後1時～4時、木曜　午前10時～正午

①☎89－2354
②男女共同参画セ
ンター（教育セン
ター3階） 男女共同参画

センター
☎89－2331

児童虐待相談
（電話・面談） 児童虐待についての相談、通告

①電話相談　月～金曜
②面接相談　月～金曜（要予約）
　午前8時30分～午後5時（①②共通）

①☎83－2266
②子育て支援課
　（教育センター内）

（市）子育て支援課
☎83－2266

□相談日が年末年始・祝日は休みの場合があります

相談項目 内　容 問い合わせ相談日時・予約など 相談場所・電話番号

母子・父子家庭相談
（電話・面談）

ひとり親家庭の経済面や子ども
の養育、就労、離婚問題など、
生活全般に関すること

①電話相談　月～金曜　
②面接相談　月～金曜（要予約）　
　午前9時～午後4時（①②共通）

①☎82－0151
②子育て支援課
　（教育センター内）

（市）子育て支援課
☎82－0151

子育て相談
（電話・面談）

しつけや親子関係など、子育
てにおける不安や悩み

①電話相談　月～金曜　
②面接相談　月～金曜（要予約）
　午前8時30分～午後5時（①②共通）

①☎82－9910
②子育て支援課
　（教育センター内）

（市）子育て支援課
☎82－9910

発達教育相談
（面談）

発達の遅れや偏りが気になる児
童生徒に関すること

5月18日㈭　午後2時～5時（指導主事）
5月26日㈮　午後2時～5時（医師）
（要予約。受付は5月1日㈪～、ただし先着
各3名、1人60分）

教育センター

教育センター
☎83－2020

あんしん相談
（電話・面談）

支援の必要な子どもや障がいの
ある方の悩みや支援など

①電話相談　月～金曜　午前9時～午後5時
②面接相談（要予約）
　（ア）火曜　午前9時～午後5時　　
　（イ）5月15日㈪　午後2時～5時

①☎83－2020
②（ア）教育センター
（イ）吉川健康福
祉センター

教育相談
（電話・面談）

教育全般に関すること
①電話相談　月～金曜　
②面接相談　月～金曜（要予約）　
　午前9時～午後5時（①②共通）

①☎83－2020
②教育センター

障がい者福祉相談
（面談）

障がいのある方やその家族の悩
みごとや困りごとなど

①月～金曜　午前9時～午後5時（要予約）
②5月10日㈬、19日㈮（第2水曜・第3金曜）
　午後2時～4時（要予約）
③月～金曜　午前9時～午後5時
　（要予約、受付は相談日の前日まで）

①市役所3階
　第4相談室
②吉川健康福祉セ
ンター
③障害者総合支援セ
ンターはばたきの丘

障害者相談支援
センター（市役
所内）

身体障がい者相談
（面談）

身体に障がいのある方の悩みご
とや困りごとなど

5月13日（第2土曜）
午前10時～午後3時 市民活動センター

（市）障害福祉課

手話通訳相談
（面談）

聴覚に障がいのある方の悩みご
とや困りごとなど
手話通訳者、要約筆記者の派遣
に関すること

月～金曜　午前8時30分～午後5時
582－9943 市役所3階　

障害福祉課要約筆記相談
（面談） 月・木・金曜　午前9時～午後4時

障がい者虐待相談
（電話）

障がい者の虐待の通報に関する
こと

月～金曜　午前8時30分～午後5時　
582－9943 ☎89－2336

障がい者の就労相
談（電話・面談）

障がい者の就労に関する相談や
支援に関すること

①電話相談　月～金曜
②面接相談　火・木曜（要予約）
　午前9時～午後5時（①②共通）

①☎090－6984－0684
②市役所3階
　障害福祉課

求人閲覧・仕事の
紹介（面談）

ハローワークの求人閲覧と仕事
の紹介に関すること 火～土曜　午前9時～午後5時 ふるさとハローワーク

（サンライフ三木内）
ふるさとハロー
ワーク
☎86－8609

雇用保険・職業訓
練（面談）

雇用保険の手続きと職業訓練に
関すること 月～金曜　午前8時30分～午後5時15分

ハローワーク西神
（神戸市西区糀台5
－3－8）

ハローワーク西神
☎078－991－1100

さわやか県民相談
（電話・面談）

県政に関することや日常生活上
の諸問題など

月～金曜　午前9時～午後5時30分 北播磨県民局
さわやか県民相談
室（加東市社字西
柿1075－2）
☎0120－61－7830

北播磨県民局
☎0795－42－5111㈹

法律相談
（テレビ電話）

日常生活上の法律問題など 木曜　午後1時～3時
（要予約）

経営・創業相談
（面談）

経営や創業・開業など、ビジネ
スに関すること

火～土曜　午前9時～正午、午後1時～4時
30分（要予約）
5月13日（第2土曜）は週末起業相談会 

中小企業サポート
センター
（サンライフ三木２階）

中小企業サポート
センター
☎70－8008

高齢者・障がい者のための弁護士法律相談
（電話）

火・木曜　午後1時～4時 ☎078－362－0074

夜間法律相談
（電話）

解雇、多重債務、生活保護、家
庭の問題など 第2・4日曜　午後5時～9時 ☎078－341－9600

県弁護士会
☎078－341－7061

家事相談
（テレビ電話） 離婚や相続など家事に関すること 第2・4金曜　午後1時～4時

（要予約）

障がいを理由とす
る差別の相談

障がいを理由とする差別の解消
に関すること

月～金曜　午前8時30分～午後5時
582－9943

市役所3階
障害福祉課
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外国人のための
生活相談（面談）

生活に関すること全般（英語・
スペイン語）
※他の言語は要相談。

月～金曜
午後1時～4時（要予約） 

市役所4階
国際交流協会

国際交流協会
☎60794－89－2318

D
V
・
い
じ
め
・
こ
こ
ろ
の
相
談

相談項目 内　容 問い合わせ相談日時・予約など 相談場所・電話番号

法律相談（面談） 
相続、売買、贈与、訴訟、債務
整理、土地の登記などの手続き
に関すること

5月10日（第2水曜）
午後1時30分～3時30分（1人20分）
（要予約。受付は5月1日㈪～前日の午前中
まで、ただし先着各6名）

市役所2階
入札・入札控室

弁護士による法律
相談（面談）

家庭の問題、不動産、遺産相続、
消費者被害、損害賠償、交通事
故、債務整理、刑事事件など

5月25日（第4木曜）
午後1時30分～4時30分（1人20分）
（要予約。受付は5月1日㈪、2日㈫、8日㈪ 定員8名。
定員を超えた場合は抽選、ただし初回の方優先）

市役所2階
入札室

建築なんでも相談
（面談）

建築物全般、欠陥住宅、増改
築、業者との金銭トラブル、係
争中の建築物の解消方法など

5月12日、26日（第2・4金曜）
午後1時30分～3時30分（1人50分）
（要予約。受付は5月1日㈪～前日の午前中ま
で、ただし先着各2名）

市役所2階
入札室

行政相談（面談）
国の仕事やその手続き、サービス
（保険・年金、道路、社会福祉
など）に対する苦情や要望など

①5月12日（第2金曜）  午前10時～正午
②5月17日（第3水曜）  午後1時30分～3時30分

①吉川支所多目的室
②市役所2階入札室

（市）広報広聴課

市民ふくし相談
（電話・面談）

日常生活の悩みや困りごとに関
すること

①水曜・第2・4土曜　午前10時～午後3時
②5月1日、15日（第1・3月曜）
午後1時30分～4時

①市民活動センター    
☎86－7575

②吉川健康福祉セン
ター ☎72－2940

社会福祉協議会
☎82－4043

消費生活相談
（電話・面談）

商品や契約に関する苦情、多重
債務に関すること

月・火・木・金曜（第４木曜除く）
午前9時～午後4時

市役所2階
消費生活センター

（市）環境政策課

年金相談（面談） 被保険者記録、年金見込額、年
金の請求に関すること

5月9日（奇数月第2火曜）
午前10時～午後3時30分
（要予約。受付は5月1日㈪まで）
次回は7月11日

教育センター 明石年金事務所
☎078－912－4983

高齢者虐待相談
（面談） 高齢者の虐待に関すること 月～金曜　午前9時～午後4時

（要予約）
市役所3階
中央地域包括支援
センター

中央地域包括
支援センター
☎89－2337

人権相談（面談）
名誉・信用の侵害やいやがらせ、
いじめなど、人権に関すること

①5月11日㈭　午後1時～4時
②5月18日㈭　午後1時～4時

①吉川支所多目的室
②市役所2階 入札控室

（市）人権推進課
（総合隣保館）
☎82－8388

農地に関する悩み
相談（面談） 農地に関すること 5月12日（第2金曜）　午前9時～午後5時

（要予約）
市役所2階
農業委員会

農業委員会事務
局（市役所内）

パソコンの定期相
談（面談）

パソコンで資料を作りたい、写
真を取り込みたい方など

5月6日、20日（第1・3土曜）
午前10時～正午 市民活動センター 市民活動センター

☎82－0564

DV相談
（電話・面談）

配偶者や恋人からの言葉による
精神的暴力や身体的暴力などに
関すること

①電話相談　月～土曜　
②面接相談　月～土曜（要予約）
　午前9時～午後5時（①②共通）

①②☎82－8300 DV相談室
☎82－8300

子どもいじめ相談
（電話・面談）

子ども（中学生まで）のいじめ
に関すること

①電話相談　月～土曜
②面接相談　月～土曜
　午前9時～午後5時（①②共通）

①☎82－8110
②子どもいじめ防
止センター（教育
センター3階）

子どもいじめ防
止センター
☎82－8110

こころの相談
（電話）

うつや自殺予防のための当事者
と家族の相談など

月～金曜　午前9時～午後5時
※時間外は他の相談窓口を紹介します。

☎89－2471 （市）障害福祉課

青少年悩みの相談
（電話・面談）

不登校、性格、親子関係、友人
関係、いじめなどに関すること

①電話相談　月～金曜　
②面接相談　月～金曜（要予約）
　午前9時～午後5時（①②共通）（②1人50分）

①☎82－8686
②教育センター

教育センター
☎83－2020

土地境界相談（面談） 土地の境界、分筆に関すること

家事（家庭問題）相
談（面談）

夫婦の
いさか

諍い、離婚に係る悩み、
子どもの親権、面会交流、養育
費、財産分与、家庭内暴力、家
族間に生じたトラブルに関する
こと

5月18日（第3木曜） 
午後1時30分～4時30分（1人40～50分）
（要予約。受付は5月1日㈪～前日の午前中
まで、ただし先着3名）
※法律的な判断を要する相談を除く

市役所2階
入札室

成年後見相談
（電話・面談）

成年後見制度の利用や手続きに
関することなど

①電話相談　月～金曜
②面接相談　月～金曜（要予約）
午前8時30分～午後5時（①②共通）

①☎83－0226
②成年後見支援セ
ンター（総合保健福
祉センター2階） 成年後見支援セ

ンター
☎83－0226成年後見専門相談

（面談）
5月11日（第2木曜）
午後1時30分～4時30分（1人50分）
（要予約。先着3名）

成年後見支援セン
ター（総合保健福
祉センター2階）
相談員 司法書士

成年後見制度の利用などに関す
ること
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三木市医師会から

そのいびき危険かも…
みなさん、家族にいびきが激しい方、また日中に眠気、車の運
転中にウトウトしてヒヤッとした経験はありますか？それは睡眠
時無呼吸症候群の可能性があります。
睡眠時無呼吸症候群とは、睡眠中に何回も呼吸が止まり、ぐっ

すり眠る事が出来ない病気の一種です。潜在患者は人口の2～3％
といわれ、放っておくと高血圧や心臓循環障害、脳循環障害など
に陥ると言われています。主な合併症は心不全、糖尿病、不整脈、
肺高血圧症、虚血性心疾患などが上げられます。また、日中の眠
気などのために、仕事に支障をきたしたり、居眠りによる事故の
発生率を高めたりするなど、社会生活に重大な悪影響を引き起こ
します。しかし、治療法が確立されているため、適切に検査・治
療を行えば決して恐い病気ではありません。
近年ではご自宅で簡単に検査を行う事が出来、機械本体を装着

後、鼻にチューブと指にセンサーをつけるだけで、血液中の酸素
飽和度や無呼吸低呼吸の有無を知る事が出来ます。
もし検査の結果、無呼吸の状態が重傷と判定されても、CPAP
治療をする事で睡眠時無呼吸症候群が招く合併症を予防すること
が出来ます。
CPAP治療とは鼻より空気を送り、睡眠時の無呼吸を無くし、

酸素不足を解消する事ができ、睡眠の質を向上させる治療法です。
CPAP治療をされた患者様のほとんどはその日からいびきをか

かなくなり、朝はすっきり、昼間の眠気も改善され、CPAP療法を
されなかった患者様に比べ長生き出来る事も近年では分かってき
ています。
もし、「大きないびき」「日中いつも眠たい」「居眠り運転」「夜中
に何度も目が覚める」「起床時の頭痛・だるさ」「夜間の呼吸停止」
などの症状に思い当たる方はぜひ専門医受診をしてください。

かとう内科クリニック　加藤裕生

健　康
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当番医および診療科目は変更する場合がありますので、当日の新聞または事前に
医療機関へ確認してください。緊急時のみ利用してください。

5  月
休日当番医・小児科救急当番医・休日歯科診療

休日当番医

小児科救急当番医

休日歯科診療

午後4時30分まで

午後9時まで

午前11時30分まで

午前9時～正午、午後1時～5時
火・木曜（祝日を除く）
午後6時30分～9時30分

下記のカレンダーに表記

休日歯科診療所（総合保健福祉センター内）
186－0903　■持健康保険証　午前9時～正午

日　　時区　　分 受付時間 会場・問い合わせ

日 月 火 水 木 金 土
32 4 61 5歯科診療

【内】中村内科胃腸科
志染町中自由が丘3丁目
☎87－2486

【整・リウ】山口整形外科
大村  ☎82－2266

歯科診療
【内・外・小】成田青山診療所
志染町青山3丁目
☎89－8735

【眼】やまだ眼科
志染町青山4丁目
☎87－0401

かわい子どもクリニック
志染町中自由が丘1丁目
☎85－8466

小児

8 109歯科診療 11 1312
【小・アレ・小神】
小児科神沢クリニック
福井3丁目  ☎83－5950

【皮】さかい皮フ科
別所町小林  ☎87－8080

小島医院
末広1丁目
☎82－1057

小児
小児科神沢クリニック
福井3丁目
☎83－5950

小児7

15 1716 18 201914 歯科診療
【内】ときわ病院
志染町広野5丁目  ☎85－2304

【外・胃内・皮・整】栗田医院
志染町広野1丁目  ☎85－6766

成田青山診療所
志染町青山3丁目 
☎89－8735

小児
藤本クリニック
緑が丘町西2丁目
☎85－6262

小児

22 2423歯科診療 25 2726
【小・アレ】かわい子どもクリニック
志染町中自由が丘1丁目
☎85－8466

【外】吉川病院
吉川町稲田  ☎72－0063

宮崎小児科内科医院
大村
☎82－2131

小児
成田青山診療所
志染町青山3丁目 
☎89－8735

小児21

29 3130歯科診療
【内・整・外】三木山陽病院
志染町吉田  ☎85－3061

【整】岩本整形外科
青山5丁目  ☎85－7181

小児科神沢クリニック
福井3丁目
☎83－5950

小児28
【眼】眼科　　【整】整形外科　【内】内科　【小】小児科
【皮】皮膚科　【外】外科　　　【産婦】産婦人科　
【アレ】アレルギー科　　　　　【リウ】リウマチ科
【小神】小児神経科　　　　　　【胃内】胃腸内科　　　　

歯科診療3 【小】藤本クリニック　緑が丘西2丁目  ☎85－6262
【産婦】浜本産婦人科医院　志染町青山3丁目  ☎87－1103
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（市）健康増進課からのお知らせ
（市）健康増進課および子育て世代包括支援センターは総合保健福祉センター内にあります。

総合保健福祉センター
☎86－0900

吉川健康福祉センター
☎72－2210

記号の意味　■日日時　■場場所　■内内容　■費費用　■対対象　■期募集・受付期間　■持持ち物　■講講師　■託託児　■休休み
■申申込（■☎電話　■窓窓口　■郵郵便　■FAXファックス　■*E-mail　■:インターネット）
■定定員（先先着　抽定員を超えると抽選）　■問問い合わせ（☎電話番号・　ファックス・*E-mail）6

総合保健福祉センター5月15日㈪
午後1時30分～3時

歯と口の健康相談
■内歯科医師による健診・相談と歯科衛生士によ
るブラッシング指導

Enjoyマタニティ教室（クッキングコース）【要申込】
■日5月23日㈫　午前10時～午後0時30分　      
■場総合保健福祉センター　■申■☎ 86－0900
■対市内に住民登録のある妊婦とその家族
■費200円　■持母子健康手帳、エプロン

離乳食クッキング【要申込】
■日①5月26日㈮　②6月9日㈮　午前10時～午後0時30分
■場①吉川健康福祉センター　②総合保健福祉センター
■費 200円　
■対市内に住民登録のある乳児の保護者
■持母子健康手帳、エプロン
■託先12名　受付は5月1日㈪から
■申■☎①72－2210　②86－0900
　次回の予定　8月25日㈮

B型肝炎ワクチンの接種費用を助成
平成28年10月から接種時に3歳未満の幼児に対し、B型肝炎ワ
クチンの接種費用を全額助成しています（定期接種対象児は
除きます）。市内の協力医療機関で接種できます。詳しくは
問い合わせてください。
～体力測定室、会員登録講習会～

ファースト講習会【要申込】
■日5月31日㈬　午後1時30分～4時30分
■内体力測定、機器を使ったトレーニングの説明など
■場総合保健福祉センター
■申■☎ 86－0900　■期5月26日㈮まで
■対16歳以上　■費1,600円（登録証代含） ■定 先16名
■持運動ができる服装、室内用運動靴、タオル、飲料

健
　
　
　
　
　
康

5月9日㈫
午後1時～2時

【要予約】
総合保健福祉センター

乳幼児発達専門相談（すこやか相談）
■内子どものことばや精神発達、行動面についての心配事など

吉川健康福祉センター5月10日㈬
午後2時～3時30分

総合保健福祉センター5月15日㈪
午後1時30分～3時

成人保健相談
■内医師・保健師・栄養士による健康相談・保健相
談・栄養相談・血液検査・血圧測定・尿検査など
■費血液検査1,000円（要予約）

相　　談 日　　時 会場・問い合わせ

健
　
　
　
康
　
　
　
相
　
　
　
談

妊産婦・乳幼児健康相談　
■内身体測定、相談（育児・栄養・歯科）

5月11日㈭
午後2時～3時 吉川健康福祉センター

母
　
　
　
　
　
　
子

乳児集団健康診査
　対象者には10日前までに案内文を送付
■日5月11日㈭　受付は午後1時～1時30分 
■場吉川健康福祉センター
■対平成28年12月・平成29年1月生まれの乳児（吉川地域以外の
受診希望者は、必ず事前に連絡してください）
■日5月24日㈬　受付は午後1時～2時　      
■場総合保健福祉センター
■対平成29年1月生まれの乳児（平成28年12月生まれで、まだ受
診していない方も受けられます）
　次回の予定　6月28日㈬

１歳６カ月児健康診査
　対象者には10日前までに案内文を送付
■日5月18日㈭　受付は午後1時～2時      
■場総合保健福祉センター　■対平成27年10月生まれの幼児
　次回の予定　6月15日㈭

３歳児健康診査
　対象者には10日前までに案内文を送付 
■日5月19日㈮　受付は午後1時～2時      
■場総合保健福祉センター　■対平成26年4月生まれの幼児
　次回の予定　6月16日㈮

母子健康手帳の交付・妊婦健康診査費の助成
■内母子健康手帳交付時に妊婦健康診査費の助成申請を受付します。
■対妊婦　■持印鑑、領収書の原本、預金通帳などの振込先が
確認できるもの、マイナンバー（個人番号）が確認でき
るもの、運転免許証などの本人確認ができるもの

不妊・不育専門相談
■内妊娠しても流産を繰り返す習慣流産「不育症」な
どに関すること

電話相談　5月6日、20日（第1、3土曜）
午前10時～午後4時
面接相談
①5月13日㈯、6月10日㈯　午後2時～5時
②5月24日㈬　午後2時～5時
③6月 6日㈫　午後2時～3時

電話相談　☎078－360－1388

面接相談　☎078－362－3250
【要予約】（面談日の5日前まで）
①②（県）男女共同参画センター
③兵庫県医科大学病院内

市では、6月から「新たなステージに入ったがん検診」を実施します。対象の方には、5月末に無
料クーポン券を送付します。

■問（市）健康増進課
☎86－0900

▶対象者

「新たなステージに入ったがん検診」のお知らせ

健
　
　
　
康
　
　
　
診
　
　
　
査

母
　
　
子

子宮頸がん検診

乳がん検診

平成 8年4月2日～平成 9年4月1日生まれの方

昭和51年4月2日～昭和52年4月1日生まれの方
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兵庫県小児救急医療電話相談
①プッシュホン・携帯電話用　1♯８０００
②ダイヤル回線・IP電話用　1078－304－8899

▶時　間　平日・土曜　午後6時～午前0時
日曜・祝日・年末年始　午前9時～午前0時

▶対応者　看護師（必要に応じて医師）

（子どもの急な病気やけがで困った時の相談）
症状への対応方法などの助言や医療機関を紹介し

ます。
北播磨小児救急医療電話相談センター

▶電　話　☎62－1371
▶時　間　午後6時～10時（年末年始および祝日を除く）
▶対応者　看護師

小児救急医療電話相談のお知らせ

寝たきりの方など、歯科医院への通院が困難な方で、入れ歯が合わない、歯や歯ぐ
きが痛いなどの症状があるのに我慢している方はいませんか。市では、歯科衛生士が
自宅を訪問し、口の中の健康チェックや相談などを行う在宅歯科訪問を行うほか、治
療の必要がある方には、訪問歯科診療を行っている歯科医師を紹介します（訪問診療
は保険診療）。
■対 40歳以上で外出や通院が困難な方　■費無料
■問（市）健康増進課　☎86－0900

当センターでは、これまで以上にがんの早期発見などの予防医療を推進するため、以下の内容を
予定しています。
・泊ドック（大腸コース）の受入枠拡大の検討
・人間ドックオプション検査の充実（PET検診・肺がんCT検診の受診増、
　超音波内視鏡によるすい臓がん検診の新設、カプセル内視鏡カメラの受診増）
・事業所検診の拡大（MRI頭頸部撮影受託）
■問北播磨総合医療センター　健康管理センター　☎88－8800
※電話番号のかけ間違いがないようご注意ください。

これまで胸部放射線診断を専門としてきたので、人間ドック
やがん検診などのCTやPET/CT画像診断を主として担当します。
当医療センターには優れた技術を持つスタッフと素晴らしい

機器が揃っています。今まで以上に地域の医療機関などと連携
し、共同利用を進めることで、地域全体の医療機能を向上させ、
地域完結型の医療を提供できるように取り組んでいきます。
平成27年末に策定されたがん対策加速化プランでは、「予防・

早期発見」「がんの治療・研究」「がんとの共生」が、がん死亡
を低減させる3つの柱とされています。
がんで死なないためには、自分の体は自分で守る覚悟が必要です。テレビやインターネットの

情報に惑わされず、正しい情報や検診などでがんの予防・早期発見に努めましょう。

北播磨総合医療センターでは、4月から健康管理センター（前健康管理室）を設置し、センター長
に足立秀治先生（前県立がんセンター院長）が着任しました。

在宅歯科訪問をご利用ください

正しい情報と検診でがんの早期発見

健康管理センター長
放射線診断科嘱託医　足立秀治
（前県立がんセンター院長）

健康管理センター長に足立秀治先生が着任北播磨総合医療センター

5月16日㈫から一時預かり保育を開始します。趣味の時間がほしい、ちょっとひとりでゆっくりしたいなど、
理由は何でもかまいません。お気軽にご利用ください。申込の前に事前登録が必要です。

■対市内在住で生後6か月～就学前の幼児
■期 5月9日㈫受付開始　希望日の1週間前から
前日まで（土日祝は除く）

■申■☎■窓午前9時～午後5時　■定先6名/日
■問・■申（市）子育て支援課　一時預かり保育担当　☎83－2020

一時預かり保育を開始
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記号の意味　■日日時　■場場所　■内内容　■費費用　■対対象　■期募集・受付期間　■持持ち物　■講講師　■託託児　■休休み
■申申込（■☎電話　■窓窓口　■郵郵便　■FAXファックス　■*E-mail　■:インターネット）
■定定員（先先着　抽定員を超えると抽選）　■問問い合わせ（☎電話番号・　ファックス・*E-mail）6

内　　　容 日　時 場　所 備考（対象・定員など） 問い合わせ

志染町公民館5/1㊊

自由が丘公民館5/10㊌

緑が丘町公民館5/18㊍

細川町公民館5/24㊌

保育士による絵本の読み聞かせやふ
れあい遊び、手遊びなど、親子で楽し
いひと時を過ごしませんか。色んな
スタイルの「子育てキャラバン」があ
ります。選んで参加してください。

■持お茶、上靴、タオルなど

時間は10：00～11：30
青山は  9：30～10：50
志染は10：00～15：00吉川児童館

5/9㊋すくすくひろば（誕生会）
5/16㊋ 10：30～あかちゃんひろば
5/26㊎わくわくひろば

児童センター
☎82－2069

●開館時間
  9：00～12：00
13：00～17：00
※12：00～13：00
は食事室のみ使用
できます。

申込受付時間
13：00～16：30
■休第4木曜

吉川児童館
☎72－2220

●開館時間
 9：00～12：00
13：00～16：30

申込受付時間
13：00～16：30
■休日・月曜、祝日

児童センター
5/17㊌

5/11㊍
おもちゃで遊ぼう

青山公民館

子育てキャラバン

5/23㊋赤ちゃんあつまれ

ママのおしゃべり
タイム

■対子育て中の方ならどなたでも
妊娠中の方も一度見学にお越しく
ださい。

①別所町公民館
②自由が丘公民館

①5/8㊊
②5/18㊍
10：30～12：00

▶実施日（5/16～）
火曜　午後1時～4時
金曜　午前9時～正午

■場児童センター　プレイルーム
■費乳幼児1人あたり1,000円/回

チャイルドシートの
「引き取り」＆「貸し出し」
ボランティアによる貸し出し。

■申■☎■窓　
■定先25台（定数を超えると翌月）
■期～5/26㊎
シートの寄贈（特に幼児用）をお
願いします。

市役所北玄関5/27㊏
9：30～11：00

（市）環境政策課
交通防犯グループ

三木市療育連絡会
入学前のつどい
先輩保護者を交えての保護
者間の情報交換およびスタ
ッフの助言

■対小学校入学に際し、子どもの発達
面や行動面で不安がある保護者

■申■☎

総合保健福祉
センター
2階　研修室

5/31㊌
9：30～12：00

（市）健康増進課
☎86－0900

（市）学校教育課、
（市）就学前教育・
　　保育課

ベビーマッサージ
■講宮城綾さん

■対3～4か月の乳児と母親
■持バスタオル、お茶
■申■☎■窓　■定先10組

教育センター

5/18㊍
10：30～12：00

子育てセミナー
こどもの心に届く
ほめ方、叱り方
■講吉井満寿美さん

■対乳幼児の親
■申■☎■窓　■定先20名
■託先1歳以上（■期～5/16㊋）
乳児同伴可、幼児の同伴は要相談

5/30㊋
10：00～11：30

母親リフレッシュ教室
レジン
■講伊藤美希さん

■対乳幼児の母親　■費実費負担有
■持タオル、お茶
■申■☎■窓　■定先16名
■託先1歳以上（■期～5/17㊌）

5/31㊌
10：00～11：30

赤ちゃんのための
はじめてキャラバン
「ファースト」（申込制）

■対H28年12月～H29年2月生まれ
の乳児と保護者
■申■☎■窓　■定先10組

児童センター
プレイルーム

6/6、13、20
（火曜 全3回）
10：00～11：00

やってみよういろいろ体験
アクセサリーを作ろう
～コラージュ・プラバン～

■対小学生　■費100円
■期～5/23㊋　■持お茶、タオル
■申■☎■窓　■定先12名

吉川児童館5/27㊏
10：00～11：50

お知らせ

午前7時の時点で三
木市に警報が発令
されている場合は、
事業を中止します。

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

く
ら
し
の
情
報

相
　
談

健
　
康

子
育
て

教
室
・
講
座

募
　
集

人
権
の
目

催
　
し



■対5歳～大人
■申■☎■窓
■定各8名
時間などの詳細は右記
まで問い合わせてくだ
さい。

キッズ
ジュニア①
一般（初級～中級）
月、水、金曜（1時間）
ジュニア②
月曜（1時間30分）
強化Ｓ
水曜（3時間）

キッズ・ジ
ュニア①　
4,400円/月
ジュニア②・
一般
6,400円/月
強化Ｓ　　
8,400円/月

三木山テニススクール
初めて～中級のクラス別に
レッスンします。各クラス月
4回レッスン。

各コース先着5名限定
「体験料無料(初回のみ)」大好
評受付中！！

三木山総合公園
テニスコート
☎83－4309 
■休木曜

三木山総合公園
テニスコート
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教室・講座三木市役所・〒673－0492  上の丸町10－30・182－2000

教室・講座名 日　時 場　所 参加費 備考（対象・定員など） 問い合わせ・申込

■対市内の小学3～6年生 
■申■☎　■定先50名

5/12～
（金曜、全10回）
17：30～19：30

ジュニア陸上競技教室
走る楽しさを実感。走りは全
ての運動の基本です。

三木山総合公園
陸上競技場

2,000円
（全10回）

（市）文化スポーツ
振興課　スポーツ
振興グループ

■対18歳以上の方
■申■☎■窓　■定20名5/4、11、18、25

（木曜、全4回）
10：00～11：00

はじめてのヨガ
運動が苦手な方、体が硬い方
にもお勧め。

三木山総合公園
テニスコート
クラブハウス内

4,320円
（全4回）

三木山総合公園
屋内プール
☎83－4442
■休木曜

プールは改修工事のため5月末
（予定）まで利用できません。

■対5歳～高校生
■申■☎■窓　■定20名

6/3、10、17、24、
7/1、8、15、22
（土曜、全8回）
17：15～18：15

子ども空手教室
5/20㊏体験教室開催
体験料500円
■期～5/16㊋

市民体育館 6,480円
（全8回）

市民体育館
☎090－5158－2298
■休火曜

■対どなたでも
■申■☎■窓
■定先10名

5/11～7/27
（木曜、全12回）
13：30～15：30

一般初心者 卓球スク
ール木曜コース
■持ラケット、体育館シューズ

福井コミュニテ
ィセンター

2,000円
(1か月)

福井コミュニティ
センター
☎82－7300
■休火曜

■対 iPhoneに関心があり、
②入門講座への参加を
検討する方
■申■☎■窓　■定先16名

㋐5/15㊊
㋑5/22㊊
13：00～14：00

①iPhone入門講座説
明会
iPhone操作のデモと講
座内容の説明。

中央公民館

無料 中央公民館
☎82－2007

申込が①6名②7
名以下の場合は
開講しない場合
あり。

■対 iPhoneの使い方や活
用方法がわからない方

■申■☎■窓　■定先16名

月②コース
6/5、12、19
7/3、10、24
13:00～15:00

②iPhone入門講座
iPhoneでの基本操作を
中心に、通話やメール以外
の楽しい活用方法を紹介。

4,600円
（1か月）

8月以降の日程は講習内でお知らせします。

■対市内在住の60歳以上
の方
■期5/1㊊～2㊋
■申■☎■窓
■定抽33名

①5/22㊊
10：00～11：30
②6/5㊊
10：00～11：30
③6/9㊎
8：50～17：00

高齢者生きがいセミナー
①山野草の寄せ植え
②高齢者向け交通安全
教室 ～高齢者の交通
事故をなくすために～
③奈良県の観光地を
訪ねて

高齢者福祉セン
ターほか

無料
（①③別途負
担金が必要）

高齢者福祉センター
☎86－0800

■対どなたでも
■申■☎■窓　
■定先25名

6/11㊐
13：30～14：30

コミスポのヨガ体験会
■持動きやすい服装、バスタオ
ル(あればヨガマット)

三木コミュニテ
ィスポーツセン
ター

無料

コミュニティスポ
ーツセンター
☎83－3434
■休火曜

■対18歳以上の方
■申■☎　■定各10名

6/6、13、20、27、
7/4、11、18、25
（火曜、全8回）
初級
9：30～11：00
中級
11：00～12：30

大人卓球教室
すでにある教室にはレベル
の差があって入りづらい方
にお勧め。

4,320円
（全8回）勤労者体育セン

ター
レッスン内に随時1回無料体験を
実施し、クラス分けをします。
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記号の意味　■日日時　■場場所　■内内容　■費費用　■対対象　■期募集・受付期間　■持持ち物　■講講師　■託託児　■休休み
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■定定員（先先着　抽定員を超えると抽選）　■問問い合わせ（☎電話番号・　ファックス・*E-mail）6

教室・講座名 日　時 場　所 参加費 備考（対象・定員など） 問い合わせ・申込

■対物忘れが気になる方
■申■☎　■期～5/16㊋
■定先各時間1名

5/17㊌
10：00、11：00、
13：00、14：00、
15：00

頭の健康チェック
20分程度の対話形式の記憶
力チェック、結果説明、健康
相談など。

中央地域包括支
援センター西部
サブセンター
（旧市民病院管
理棟2階）

無料

中央地域包括支援
センター西部サブ
センター
☎83－0160

■対市内在住で、高齢者の
自立した生活を応援し
たい方

■申■☎■FAX氏名、住所、電話番
号を明記
■定20名

5/26㊎
10：00～11：00

高齢者ファミリーサポ
ートセンター協力会員
講座
協力会員の心構えについて
の説明。

吉川町公民館 無料

高齢者ファミリー
サポートセンター
☎83－7300
686－0860

■対どなたでも
■申■☎■FAX■*氏名、住所、電話
番号を明記
■期～5/25㊍

5/26㊎
10：00～11：00

映像で学ぶ！
はじめての「成年後見
制度」
成年後見制度の内容と後見人
の役割についての映像上映。

総合保健福祉セ
ンター

無料 成年後見支援セン
ター
☎83－0226
686－0860
*chiiki@miki.or.jp

☆出前講座　随時受付中
地域のふれあいサロンや自治会、老人会などに出
向いて成年後見制度について説明します。

■対市内在住の65歳以上
の方で、体操に取り組
むことで、慢性的な膝
痛を緩和、予防したい方
■申■☎　■期～5/25㊍
■定先25名

6/6～9/12
（火曜、全14回）
13：30～15：00

転倒骨折予防教室
みっきぃ☆健脚体操を通じ
て、慢性的な膝痛を予防しま
しょう。
送迎については応相談。

中央公民館
第1・2研修室

無料
社会福祉協議会　
☎82－4043

ひざや腰などの手入れについて、実践を交えながら学びます。
楽しく体を動かすヒントがいっぱいです。少しの工夫でからだ
を動かすコツが楽しく習得できる講座です。
■日5月11日㈭　午後1時～3時
■場まなびの郷みずほ（高齢者大学）
■費無料
■対市内在住でおおむね65歳以上の方
■期5月9日㈫まで
■講松井浩さん〔㈲ヒューマンモア〕　 
■申■☎■FAX氏名、住所、電話番号を明記し、申し込んでください。
■定先40名
送迎が必要な方は早めに相談してください。
■問・■申（市）介護保険課　介護予防グループ　682－5500

様々な知識や技能を持ち、地域社会に役
立てたい方をみっきぃ生涯学習講師団（み
っきぃ先生）に登録し、派遣しています。
■費無料
▶利用できる団体　市内に活動の拠点を置
く、おおむね10名以上の団体
▶利用回数　年度内に1団体2回（講師各1
名）、または1回（講師2名）
講師一覧、申請書などは市ホームページ
をご覧ください。
■問・■申（市）市民協働課

教えて！みっきぃ先生高齢期のからだと運動について介護予防
講座
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募　集三木市役所・〒673－0492  上の丸町10－30・182－2000
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内　　　　　容 募集期間 応募資格 募 集 数 応募方法 問い合わせ

高齢者よい歯のコンクール
参加者

■申■☎右記まで申し込んでく
ださい。
過去に最優秀賞を受賞し
た方は応募できません。

6/10㊏「歯と口の健
康展」に参加できる70
歳以上で自分の歯が
20本以上ある方

～5/31㊌
特にあり
ません　

（市）健康増進課
☎86－0900

第56回市民ゴルフ大会参
加者
■日7/4㊋　
■場太平洋クラブ有馬コース
　☎72－1221　672－1930
■費10,800円（セルフ）プレーフ
ィ、昼食代、パーティ代など込み

■申■FAX市役所2階商工観光課、
市役所5階文化スポーツ
振興課、三木商工会議所、
観光協会、市内各ゴルフ
場（25ヵ所）にある申込
用紙に必要事項を記入し、
太平洋クラブ有馬コース
に申し込んでください。

市ゴルフ協会会員
＜入会資格＞
市内在住・在勤のアマ
チュアゴルファー

5/4㊍～
6/4㊐    

先100名
市ゴルフ協会事
務局〔（市）商工
観光課〕
☎89－2401

受付初日午後5時までに定員を超えた
場合は抽選。
5日前からキャンセル料（2,000円）
がかかります。

①スナッグゴルフペア
大会参加者

■日5/13㊏　9：00～12：00
■場三木ホースランドパーク
　緑の広場
■費200円/ペア

■申■窓■郵■FAX右記にある申込用
紙に必要事項を明記し、
右記まで申し込んでくだ
さい。

市内の小学生と保護者～5/8㊊
先36組
（72名）

①～③
（市）文化スポーツ
振興課　スポーツ
振興グループ
683－3699

②市卓球協会
岩崎さん
☎090－7355－3793

③市バスケット
ボール協会
岡本さん
☎090－3267－2437

②市民卓球大会参加者
（団体戦・個人戦）
■日6/11㊐　9：00～
■場勤労者体育センターほか

■申■窓エムアイスポーツ（緑
が丘）、コーベヤ（末広）、
市役所5階文化スポーツ
振興課のいずれかへ参加
費を添えて申し込んでく
ださい。

市内在住・在勤・在学の
方、その他協会が認め
た方

～5/21㊐
特にあり
ません　

③第29回山茶花杯
　バスケットボール選手権
大会参加チーム

■日6/18㊐、25㊐　8：30～
■場吉川総合公園文化体育館ほか
■費10,000円/チーム

■申■窓市役所5階文化スポー
ツ振興課、吉川町公民館
にある申込用紙に必要事
項を明記し、吉川町公民
館まで申し込んでくださ
い。

市内在住・在勤・在学者
で構成するチームおよ
び協会推薦チーム

～5/27㊏

男子
先16チーム
女子

先8チーム

「差別をなくする輪をひろ
げよう」市民運動
作文・標語
人権尊重の生き方に関するテーマ
で未発表のもの。作文2,000字以
内、標語1人１点まで。

■申■窓■郵■*任意の様式で右記
まで申し込んでください。市民の方～5/15㊊ 特にあり

ません　

総合隣保館
☎82－8388
*jinken@city.
miki.lg.jp

若年層の投票立会人
投票所において、投票事務が公
正・適正に行われているかどうか
を見守ります。
報酬14,500円/日（弁当代2食分
1,200円含む）

■申■窓■郵■*右記または市ホー
ムページにある申込用紙
に必要事項を明記し、申
し込んでください。
以前申し込んだ方は申込
不要。

三木市に住民票がある
18歳以上の方で、居住
地域の投票区におい
て、指定された日（投票
日）の午前6時30分～
午後8時30分に勤務
できる方

随時
市内48投票
所で各2名

選挙管理委員会
☎89－2386
*senkyoboshu@
city.miki.lg.jp

奨学生希望者
▶奨学金の給付額
公立高校： 6,000円/月
私立高校：12,000円/月
大学、専修・各種学校、大学校：
　　　　　9,000円/月

▶申請に必要な書類　
奨学生願書、 奨学生推薦書、 所
得証明書

■申■窓高校生は在学学校を通
じて、大学生、専修・各種
学校生、大学校生は直接
右記まで申し込んでくだ
さい。
募集要項は右記または市
ホームページにあります。

・市内在住で、経済的に
支援が必要と認めら
れる方（所得制限あ
り）
・高校(特別支援含む)、
大学、専修・各種学校、
大学校の必要課程を
継続して修める見込
みのある方

5/17㊌～
6/20㊋ 300名程度

（市）教育環境整
備課　施設・管
理グループ

応募用紙は市ホームページからもダウンロードできます。委員募集

介護保険運営協議会委員
三木市介護保険の運営などにつ
いて考えます。
任期：6月～H31年5月
会議開催回数：年2回程度

■申■窓■郵右記、吉川健康福祉
センター、各市立公民館
にある応募用紙に必要事
項を明記し、提出してく
ださい。

㋐介護保険に関心のあ
る方

㋑18歳以上で市内在
住・在勤・在学の方

㋒市の他の審議会など
の公募委員でない方

㋓市議会議員および市
職員でない方

～5/15㊊ 5名 （市）介護保険課

手話施策推進会議委員
手話を必要とする方が、手話によ
る意思疎通を図ることができる
地域社会を実現するための施策
を考えます。
任期：6月～H31年5月
会議開催回数：年2回程度

■申■窓■郵右記、吉川健康福祉
センター、各市立公民館
にある応募用紙に必要事
項を明記し、提出してく
ださい。

㋐手話に関心のある方
㋑㋒㋓上記と同じ

～5/19㊎ 3名 （市）障害福祉課

健康づくり推進協議会委員
健康づくり事業の推進および保健
医療計画などに意見・助言します。
任期：6月～H31年5月
会議開催回数：年間2回程度

■申■窓右記、吉川健康福祉セ
ンターにある応募用紙に
必要事項を明記し、提出
してください。

㋐健康づくりの推進に
関心のある方

㋑㋒㋓上記と同じ
～5/19㊎ 6名

（市）健康増進課
（総合保健福祉
センター内）
☎86－0900

①商業振興協議会委員
商業振興方策について審議しま
す。
任期：6月～H30年9月
会議開催回数：年間1回程度
②金物振興審議会委員
三木市金物産業の振興方策につ
いて審議します。
任期：6月～H31年5月
会議開催回数：年間2回程度

■申■窓■郵■FAX■*右記、吉川支所、
各市立公民館にある応募
用紙に必要事項を明記
し、提出してください。

㋐①商業振興に関心の
ある方②三木金物に
関心のある方

㋑㋒㋓上記と同じ

～5/19㊎ 各3名

（市）商工観光課
682－9728
*shokokanko@
city.miki.lg.jp
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記号の意味　■日日時　■場場所　■内内容　■費費用　■対対象　■期募集・受付期間　■持持ち物　■講講師　■託託児　■休休み
■申申込（■☎電話　■窓窓口　■郵郵便　■FAXファックス　■*E-mail　■:インターネット）
■定定員（先先着　抽定員を超えると抽選）　■問問い合わせ（☎電話番号・　ファックス・*E-mail）6

県営住宅の入居者を募集
市内にある県営住宅の入居申込を受け付けます（収入基準などの申込資格要件があります）。
■期 5月15日㈪～19日㈮　■申■窓市役所2階建築住宅課にある申込書に必要事項を記入し提出。

▶抽選日　5月25日㈭
▶留意事項
○抽選で落選した方は、今後空
き家が発生した場合の待機登
録者となります（抽選から１
年間有効）。
○当選者の入居は7月中旬予定。
■問・■申（市）建築住宅課　住宅グ

ループ

▶募集一覧

住　宅　名
三木大塚鉄筋

三木高木鉄筋

三木大塚第2鉄筋

三木朝日ヶ丘住宅

階 数 タイプ 区　分 募集戸数
5 階
4 階

1～3 階

2 階

2 階

1・2 階

2 階

1・2 階

単身可
2人以上世帯用

2人以上世帯用

1
4

8

1

1

2

1

2

3Ｋ

3ＤＫ

3ＤＫ

1ＤＫ

2ＤＫ

3ＬＤＫ

単身のみ
（高齢者世帯向特定目的住宅）

3人以上世帯用
（2人世帯の場合は別要件あり）

3人以上世帯用
（2人世帯の場合は別要件あり）

2人以上世帯用
（高齢者世帯向特定目的住宅）

3人以上世帯用
（2人世帯の場合は別要件あり）

内　　　　　容 募集期間 応募資格 募 集 数 応募方法 問い合わせ
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市 職 員 を 募 集　～三木市、創りませんか～
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■問・■申 （市）総務課　人材育成グループ

試験の結果により採用資格者名簿に成績順に登録します。名簿への登録は採用を保障するものではなく、上位の方
から必要が生じた際に随時採用します。登録の有効期限：平成30年3月31日
■期 5月15日㈪～26日㈮　▶試験日　6月11日㈰　■場市役所
▶試験内容　面接・経歴審査　▶採用期間　7月1日～9月30日
■申■窓■郵 5月8日㈪から市役所4階総務課や吉川支所、各市立公民館で配布する受験申込書、受験票（市ホームページ
にも掲載）を提出。

■問・■申 （市）就学前教育・保育課

■期随時　▶試験日　随時　■場市役所　▶試験内容　面接　▶採用期間　平成30年3月31日まで　
■申■窓■郵履歴書と保育士証の写しまたは幼稚園教諭免許状の写しを提出。

職　　種 応募資格 勤務時間勤務場所 賃金単価採用予定人数

職　　種 応募資格 勤務時間勤務場所 賃金単価採用予定人数

担任（嘱託） ○こ○保 7：00～19：00
のうち7時間45分勤務

次の資格を持つ方
○こ保育士資格または
幼稚園教諭免許 
○保保育士資格 
※○こ認定こども園
　○保保育所

各若干名

198,500円/月
賞与、社保、経
験加算あり市内公立認定

こども園、保
育所

清掃作業員
（日々雇用）

月～金曜　8：00～16：15
（祝日を含む）仕事に意欲のある方3名程度 9,280円/日　

社保あり清掃センター

特別支援、保育
支援
（日々雇用）

○こ○保勤務時間は相談に応
じます。

7,980円/日
賞与、社保あり

【公立認定こども園・保育所臨時職員】

技術職（土木・高卒）は9月に試験実施予定のため、広報みき7月号で案内予定です。
■期 6月12日㈪～7月7日㈮　▶試験日　7月23日㈰　■場市役所、その他市内公共施設　　　
▶試験内容　技術職（社会人経験者）の1次試験はエントリーシート・論文試験、2次試験は個人面接。その他

の種別の1次試験は教養・専門試験、2次試験は集団面接、3次試験は個人面接。
■申■窓■郵 6月1日㈭から市役所4階総務課や吉川支所、各市立公民館で配布する募集要項（市ホームページにも掲載）
で詳細を確認の上、申込書類を提出。

■問・■申 （市）総務課　人材育成グループ【正規職員】平成30年4月採用予定
種　　別 応 募 資 格採用予定数

事務職
（大卒）

・平成2年4月2日～平成8年4月1日に生まれた方
・学校教育法による4年制大学を卒業した方または平成30年3月卒業見込みの方

7名程度

技術職（土木）
（大卒短大卒など）

・平成2年4月2日～平成10年4月1日に生まれた方
・学校教育法による4年制大学・短期大学・高等専門学校または専修学校で、
土木に必要な専門課程を修めて卒業した方または平成30年3月卒業見込みの方

4名程度

技術職（土木）
（社会人経験者）

・昭和53年4月2日～平成2年4月1日に生まれた方
・土木に必要な専門課程を修了し、民間企業など（官公庁含む）において土木
関係業務従事経験（正規・非正規を問わない）年数が3年以上ある方

1名程度

■問・■申 （市）子育て支援課　児童センターグループ　☎83－2020

■期 5月19日㈮まで　▶試験日　5月23日㈫　■場市役所　▶採用期間　6月1日～平成30年3月31日
▶試験内容　面接、小論文　■申■窓■郵履歴書を提出。

職　　種 応募資格 勤務時間勤務場所 賃金単価採用予定人数

子育て支援コーディ
ネーター（嘱託）

月～金曜
8：30～17：00

・子育て、保育に関する相談およ
び業務について相当の知識があ
り、3年程度以上経験がある方
・パソコン操作が可能な方
・要普通自動車免許

1名 174,400円/月　
賞与、社保あり教育センター
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記号の意味　■日日時　■場場所　■内内容　■費費用　■対対象　■期募集・受付期間　■持持ち物　■講講師　■託託児　■休休み
■申申込（■☎電話　■窓窓口　■郵郵便　■FAXファックス　■*E-mail　■:インターネット）
■定定員（先先着　抽定員を超えると抽選）　■問問い合わせ（☎電話番号・　ファックス・*E-mail）6

上映会（映画会）の企画運営
を行います。
▶任期　6月～H30年3月
▶会議開催回数　年3回程度
▶応募資格　映画に興味があり
上映会の運営に関心があり、
18歳以上で市内在住・在勤・
在学の方
■期5月12日㈮まで
▶応募方法　■窓■郵下記、文化会
館、各市立公民館にある応募
用紙に必要事項を明記し、下
記または文化会館に提出して
ください。
▶募集数　5名程度
■問（市）文化スポーツ振興課
　文化芸術グループ

■費 2,000円（全10回）　■期 5月10日㈬～31日㈬
■持運動できる服装、水筒、タオル、運動靴
■申■窓■郵■FAX市役所5階文化スポーツ振興課、各市立公民館、各テニスコートに
ある申込用紙に必要事項を明記し、下記まで申し込んでください。
■定 抽①③各24名　②④各20名
■問・■申込（市）文化スポーツ振興課　スポーツ振興グループ　683－3699

小学生から中学生までのテニス初心者を対象に、テニスの楽しさを知っ
てもらうテニス塾を開催します。テニスを楽しみましょう。
■日6月10日～9月2日（土曜、全10回）雨天中止　

場　所 三木山総合公園テニスコート 吉川総合公園テニスコート

対象者

①キッズ
　小学1年～4年
　午前10時～11時
②ジュニア
　小学5年～中学3年
　午前11時15分～午後0時15分

③キッズ
　小学1年～4年
　午後2時～3時
④ジュニア
　小学5年～中学3年
　午後3時15分～4時15分

キッズ・ジュニアテニス塾を開催

独身男女出会いパーティー

■日5月28日㈰
　午前10時～午後4時
■場西山牧場（吉川町豊岡427）駐車場あり
■対20歳以上で独身の方（地域制限なし）
■定抽各20名
■費男性5,000円、女性3,000円
■申■☎下記まで申し込んでください。
■期5月15日㈪まで
■問・■申吉川町商工会　172－1406

参加者募集 ■日 6月3日㈯　午後2時～5時
■場三木野菜とおばんざいカフェ　ソラ
■対 男性　市内在住・在勤または三木市に住んでみたいおお

むね45歳以上の独身の方
女性　おおむね40歳以上の独身の方（居住地は問いません）
※男女とも結婚を真剣に考えている方。当日は運転免許
証などによる本人確認あり。

■定各10名
■費 1,000円 （5日前からキャンセル料全額発生）
■期5月15日㈪まで　
■申■■*みきで愛（出会い）サポートセンターホームページ内
にある「みきハートお見合いパーティー」のメールフォー
ムから申し込んでください（申込は必ず本人からお願い
します）。応募者多数の場合は抽選し、結果は郵送します。

■問みきで愛（出会い）サポートセンター〔（市）縁結び課〕
☎・682－8833　*mht＠city.miki.lg.jp

2017みきハートDE愛・
エレガントパーティー

上映実行委員会委員
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１68

昨
今
、
い
じ
め
に
よ
る
子
ど
も
の
自

死
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

8
月
に
は
青
森
県
で
中
1
男
子
、
中
２

女
子
。
現
在
調
査
中
で
す
が
、
兵
庫
県

で
も
9
月
に
加
古
川
市
、
10
月
に
神
戸

市
、
12
月
に
宝
塚
市
で
い
ず
れ
も
中
学

生
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を

こ
こ
ま
で
追
い
込
む
い
じ
め
と
は
一
体

ど
ん
な
に
過
酷
で
悲
惨
な
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。

最
近
は
、
一
見
仲
良
し
に
見
え
る
グ

ル
ー
プ
内
で
の
い
じ
め
が
多
い
の
で
す
。

社
会
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

現
代
の
子
ど
も
は
、
グ
ル
ー
プ
か
ら
離

れ
る
の
が
怖
く
て
、
い
じ
め
ら
れ
て
も

グ
ル
ー
プ
内
に
い
た
い
と
考
え
る
の
で

す
。
大
人
が
聞
い
て
も
「
い
じ
め
ら
れ

て
い
る
」
と
は
な
か
な
か
言
い
ま
せ
ん
。

加
害
者
側
は
、
一
種
の
ゲ
ー
ム
感
覚
で

い
じ
め
ま
す
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
、
よ
り
陰
湿
な
い
じ
め
を

仕
掛
け
て
い
き
ま
す
。
被
害
者
は
、
最

後
に
は
自
ら
の
命
を
絶
つ
と
こ
ろ
ま
で

催し, 人権

追
い
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

ス
マ
ホ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
）
を
使
っ

た
い
じ
め
も
大
変
見
え
に
く
い
も
の
で

す
。
家
に
帰
っ
て
も
四
六
時
中
メ
ー
ル

で
、
仲
間
外
し
や
誹
謗
中
傷
を
受
け
た

り
、
恥
ず
か
し
い
姿
を
動
画
な
ど
で
撮

ら
れ
て
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
た
り
す
る

と
い
う
事
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
被

害
者
は
、
全
く
逃
げ
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
夏
休
み
な
ど
で
も
容
赦
は
あ
り

ま
せ
ん
。
青
森
の
事
件
は
、
ど
ち
ら
も

始
業
式
前
後
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

加
害
者
は
、
自
分
達
が
悪
い
こ
と
を

し
て
い
る
の
が
分
か
っ
て
い
る
の
で
、

先
生
や
大
人
の
前
で
は
い
じ
め
を
し
ま

せ
ん
。
被
害
者
も
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

の
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
り
、

報
復
を
恐
れ
た
り
、
親
に
心
配
を
か
け

た
く
な
い
と
い
う
感
情
が
働
き
、「
い

じ
め
ら
れ
て
い
な
い
。
遊
ん
で
い
る
だ

け
だ
」
と
言
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

周
り
の
子
ど
も
た
ち
は
、
い
じ
め
を
見

て
い
ま
す
が「
関
わ
り
た
く
な
い
」、「
止

め
に
入
る
と
今
度
は
自
分
が
い
じ
め
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
」
と
思
い
、
な
か

な
か
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
い
じ
め
が
酷

い
も
の
で
あ
る
ほ
ど
、
止
め
に
入
れ
な

い
の
で
す
。実
際
、い
じ
め
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
が
次
々
と
変
わ
る
の
も
最
近
の
い
じ

め
の
特
徴
で
す
。
優
し
く
て
正
義
感
の

強
い
子
も
、
け
ん
か
の
強
い
子
も
、
加

害
の
中
心
人
物
だ
っ
た
子
も
被
害
者
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
、
い
じ
め
を
見
て
見
ぬ
振

り
を
す
る
子
ど
も
（
傍
観
者
）
の
出
現

率
が
高
い
の
が
特
徴
で
す
。
中
学
3
年

生
で
比
較
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
約

40
%
、
日
本
で
は
60
%
の
出
現
率
。
反

対
に
い
じ
め
を
止
め
よ
う
と
す
る
仲
裁

者
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
46
%
、
日
本
で

は
22
％
の
出
現
率
で
す
（「
い
じ
め
と

は
何
か
」
森
田
洋
司
著
よ
り
）。
日
本

で
の
こ
の
傍
観
者
の
比
率
の
高
さ
が
、

い
じ
め
を
助
長
す
る
一
因
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
で
は
怖
く
て
止

め
ら
れ
な
く
て
も
、
大
人
に
知
ら
せ
た

り
、
後
で
被
害
者
に
優
し
く
声
を
掛
け

た
り
な
ど
を
し
て
く
れ
る
と
、い
じ
め
に
よ
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る
自
死
は
か
な
り
防
げ
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
地
域
の
方
に
お
願
い
が
あ
り

ま
す
。
学
校
を
離
れ
た
場
所
、
登
下
校

中
や
公
園
、
コ
ン
ビ
ニ
や
大
型
量
販
店

な
ど
で
は
、
注
視
し
て
い
れ
ば
、
い
じ

め
を
早
期
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
不
審
な
様
子
を
見
か
け

ら
れ
た
ら
、
些
細
な
こ
と
で
も
三
木
市

子
ど
も
い
じ
め
防
止
セ
ン
タ
ー
（
☎

8
2
―
8
1
1
0
）
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
い
じ
め
は
、
未
然
防
止
、
早
期

発
見
が
と
て
も
大
切
で
す
。

「
地
域
の
目
」
が
子
ど
も
を
い
じ
め

か
ら
守
り
ま
す
。

い
じ
め
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う

三
木
市
子
ど
も
い
じ
め
防
止
セ
ン
タ
ー
　
相
談
員
　
中
　
川
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、
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る
の
か―

傍観者

観衆

加害者

被害者

いじめの4層構造
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Ｇ・Ｗはエフエムみっきぃでラジオざんまい
76.1ＭＨｚ　エフエムみっきぃ　　http://www.fm-miki.jp/　1 86－0761　5 86－1761　　 761＠fm-miki.jp

●宝亭下駄履き寄席
5月3日㈬、4日㈭、5日㈮　正午～
出演：露の吉次「くっしゃみ講釈」（3日）
　　　　　　　 「中村中蔵」（4日）
　　　　　　　 「猿後家」（5日）
●サブカルフレンズ
5月3日㈬　午後5時～6時
パーソナリティ：近ちゃん、美菜子、みーちゃん
1988年生まれの3人がサブカルチャーについ
てディープにお送りする1時間。
●キャンパスラジオ
5月3日㈬　午後6時～7時
「大学あるある」など、学生生活に関連す
る話題を現役大学生などが楽しく紹介。

●ひでじんなんやしとんで　5月4日㈭　午後5時～7時
ひでじんことUjamaaの大松榮人が日々行っている音楽
活動の紹介を中心にドキュメンタリータッチでお届けす
る2時間。

●大人の“子どもの日”スペシャル
5月5日㈮　午後2時～6時30分
パーソナリティ：スパイシー八木、神楽疾風、大前美穂子
スペシャルゲスト：岩崎和夫さん
今年は加古川のスタジオからアニソン界のカリスマ岩

崎和夫さんとっておきの業界裏話や特選の楽曲などをお
届けします。なお、この番組は災害時に加古川市の
BAN－BANラジオと連携がとれるよう、回線のチェッ
クを兼ねて両局間で同時放送します。

別所公春まつり別所公春まつり別所公春まつり
戦国時代、自らの命と引き換えに城兵と領民を救った三木城主別所
長治公を偲び、後世に語り継ぐため「別所公春まつり」を開催します。

を開催

■問実行委員会事務局〔（市）市民協働課〕

●三木城跡周辺会場
・歌碑祭　午前10時～
・スタンプラリー　午前10時～午後2時
　（景品交換：午後2時30分まで）
①三木城跡　　　②金物資料館　③雲龍寺　
④旧小河家別邸　⑤中央公民館　⑥旧玉置家住宅

・茶会　午前10時～午後3時　
■場みき歴史資料館、旧小河家別邸

・子ども縁日　午前10時～午後3時
・第19回アート・フェス公募展
　午前10時～午後5時　■場堀光美術館
・三木合戦入門（講演会）
　午前11時～正午　■場みき歴史資料館

●市役所周辺会場
・にしき鯉チャリティ　■場市役所前みっきぃ広場
・奉納武道大会（剣道）■場市民体育館
・奉納武道大会（空手）■場勤労者体育センター
・囲碁大会　■場教育センター

●中央公民館会場（4日、5日）
・水石展、盆栽展、水墨画展、川柳展
●その他の会場
・奉納武道大会（柔道）■場三木高校柔道場
・奉納武道大会（弓道） ■場弓道場（消防本部東側）

奉納太鼓演奏
・三木城跡（午後1時30分発）
　　　　　↓

・雲龍寺　（午後1時40分着）
  　　　　　↓

・旧玉置家住宅（午後2時着）
和太鼓演奏　↓

・みき歴史資料館（午後3時着）

午後1時～武者行列

イベント内容

その他のイベント・同日開催事業

▲別所長治公
　（法界寺蔵）5月5日

（金・祝）
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イベント名・内容 日　時 場　所 問い合わせ

5/12㊎～14㊐
9：00～17：00第42回三木書道協会展

（市）管財課　財産管理グ
ループ
詳しくは問い合わせてく
ださい。

市役所 みっきぃホール
14㊐16：00まで
19㊎15：00まで
21㊐12：00から
27㊏17：00まで

5/16㊋～19㊎
9：00～16：00デイサービスはばたきの丘利用者作品展

5/21㊐～27㊏
9：00～17：30フォト三木・フォト遊友合同写真展

5/3㊌
10：00～14：00

ふれあいスポーツデー
各種ニュースポーツ、宝探しハイキング

(市)文化スポーツ振興課
スポーツ振興グループ

三木ホースランドパーク
緑の広場

5/26㊎
総会
14：00～15：00
報告会
15：15～16：15

三木市国際交流協会総会＆バイセリア市
姉妹都市提携50周年記念訪問団帰国報告会
姉妹都市交流についての報告

国際交流協会
☎89－2318

教育センター4階
大研修室

5/6㊏～19㊎協同学苑絵手紙内藤教室による
「心を紡ぐ絵手紙展」

・さんさんギャラリー オ
アシス
☎87－2633　■休水曜
・緑が丘町公民館
☎85－7011

さんさんギャラリーオア
シス（緑が丘サンロード
商店街内）

5/20㊏～6/2㊎オアシスの仲間たち
「写真・おもちゃ等」作品展

5/14㊐
11：00～12：00

人形劇がやってくる！
人形劇グループ「たけのこ」による人形劇。「さるとかに」
などを上演。満員になった場合は入場を制限します。

青山図書館
☎87－8000

青山公民館1階
多目的室

8/19㊏
13：00～、17：00～

三山ひろし コンサート2017
－先進の道－

文化会館
☎83－3300　■休火曜
有料です。詳しくは問い
合わせてください。

文化会館

～5/7㊐

企画展 別所公春まつり共催　
第19回アート・フェス公募展　
ミニアチュール部門と木版画部門の入賞、入選作品
を展示。

堀光美術館
☎82－9945
■休月曜

◀三木市美術協会
　井山悠美 木陰（日本画）

堀光美術館

5/21㊐～6/4㊐企画展 三木市美術協会 書・日本画部会展
三木市美術協会の会員の近作約50点を展示。

5/21㊐三木山フォルクローレ音楽祭&楽木市
（予約不要）

県立三木山森林公園
☎83－6100
■申■☎■窓
■期6月分は5/1㊊9：00～。
詳細は問い合わせてくだ
さい。
■休水曜

森の文化館 音楽ホール
エントランス広場

6/4㊐、11㊐ベンチづくり教室 森のクラフト館

6/10㊏第13回 三木山落語 森の文化館 2階ロビー（受付）

6/17㊏
（雨天順延6/18㊐）ジャガイモ収穫祭 森の小劇場（集合）

6/22㊍組み木教室（初級編） 森のクラフト館

6/22㊍フランティシェック・ノボトニー&伊藤ルミ
デュオ2017 日本ツアー20回記念コンサート

森の文化館
2階ロビー（受付）

6/24㊏夏のキノコ山探検 森の研修館 研修室

5/21㊐第24回まほろばカーニバル
模擬店、まほろばパン販売、喫茶店、ゲーム、バザー、
ステージ、お茶席、作品展示、お楽しみ抽選会、スタ
ンプラリーなど
ボランティアも募集中！

社会福祉法人まほろば
☎82－9457

社会福祉法人まほろば
（別所町小林）

会場に駐車場はありません。文化会館裏の駐
車場をご利用ください。会場まで巡回バスを
運行します。
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別所ふるさと交流館　188－8035

道の駅みき　186－9500

●刃物研ぎ
　■日 5月17日㈬　午前9時30分～11時
■費包丁類450円、はさみ類550円～
●餃子定食の日（さとの会による餃子などの販売）
■日 5月12日㈮、26日㈮　午前11時30分～
■費餃子定食500円、餃子持ち帰り300円（7個）
●混声合唱団「わいわい・がやがや」
■日 5月6日㈯、27日㈯　午前10時～11時40分
モットー「楽しく・にぎやかに・レベルアップ！」
参加者募集中（男性歓迎）

●フリーマーケット　■日 5月3日㈬
●コーベヤ春の大ガレージセール　■日 5月13日㈯～15日㈪
●JAFEA 4WD＆SUVカーニバル　■日 5月21日㈰

●刃物研ぎ
■日 5月7日㈰、21日㈰　午前9時～11時30分
■費包丁類450円、はさみ類550円～　
●フリーマーケット
■日 5月20日㈯、21日㈰
午前10時30分～午後4時30分

●衣料品雑貨等の展示即売会
　■日 5月3日㈬～7日㈰
●三木Deナイフショー
　■日 5月13日㈯、14日㈰
●パナソニックうまいものキャラバン
　■日 5月20日㈯、21日㈰
●刃物研ぎ　■日土曜　午前8時～11時

山田錦の館　176－2401

メッセみき（道の駅みき隣）186－9500

みき歴史資料館のイベント ■問みき歴史資料館　☎82－5060 休館日 月曜

古地図としての絵図の見方やその魅
力について語っていただきます。
■日5月14日㈰　午後1時30分～3時
■場みき歴史資料館 3階 講座室
■講小野田一幸さん（神戸市立博物館学
芸課長）
■定80名（申込不要）

企画展特別講演会
「絵図の楽しみ～描かれた日本～」

第2回　歴史ウォーク　近世絵図で歩く三木城跡
江戸時代の三木城跡を描く播州三木古城図を中心に、現在の地形図、

学術調査による復元図を手掛かりに三木城跡
を巡るコースです。
■日5月28日㈰　午前9時15分～正午（雨天中止）
▶コ ー ス　みき歴史資料館→本丸跡→
新城跡→二の丸跡→みき歴史資料館

▶集合場所　みき歴史資料館 駐車場
・事前申込不要。当日、集合場所へお越しください。 
・雨天、または雨天が予想される場合は中止することがあります。

イベント名・内容 日　時 場　所 問い合わせ

5/3㊌～5㊎

第19回みっきぃホースフェスティバル
～馬とのふれあいウィーク～
フリーマーケット、JRA騎手サイン会、バックヤードツ
アー、馬のクイズラリー、阪神競馬場特別席プレゼント
募集など

三木ホースランドパーク
☎0120－816－892

エクウスの森

第52回全関西学生馬術大会（馬術競技会）
第48回関西学生新人馬術大会（馬術競技会）
第44回近畿馬術大会（馬場馬術競技会） 5/13㊏、14㊐

第44回近畿馬術大会（障害飛越競技会） 5/26㊎～28㊐

第11回兵庫県障害者のじぎくスポーツ大会 5/20㊏、27㊏ 陸上競技場、第2陸上競技
場、第1～3球技場、野球場

第13回兵庫県知事杯争奪春季全国大会（野球） 5/3㊌～5/5㊎ 野球場
県立三木総合防災公園
☎85－2201

ファミリー凧あげ祭り 5/5㊎ 中央芝生広場
三木総合防災公園管理事
務所　
☎85－8408
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■問・■申 観光協会（■休火曜）
　183－8400
　682－6636

見
ご
ろ
聞き きど こちらからホーム

ページをご覧いた
だけます。

●三木春まつり
■日■場 5月2日㈫、3日㈬　三坂神社（加佐）
　　5月3日㈬、4日㈭　美坂社（別所町東這田）
　　　　　　　　　　 御酒神社（別所町石野）
　　5月4日㈭、5日㈮　御坂神社（志染町御坂）
■内3日は石野の屋台が美坂社に宮入りします。
御坂神社では猿田彦の天地祓い、浦安の舞、獅
子舞、剣舞もあります。

●御
おん

田
だ

祭
さい

■日 5月14日㈰　午前9時～
■場御坂神社など（志染町御坂）
■内本殿での神事の後、神社北側の岩

いわ

守
もり

社
しゃ

前の田ん
ぼで五穀豊穣を願う様々な神事が行われます。
神主が鍬

くわ

、鋤
すき

などの道具の雛形をうしろ向きに放
り投げ、氏子が持ち帰るとその地区はその年、特
に豊作になるといわれています。

●古式鍛錬
■日 5月7日㈰　午前10時～
■場金物資料館横　■内鏝

こて

の古式鍛錬を披露。
●観光ふれあい定期市
■日 5月21日㈰　午前10時～午後1時（荒天時中止）
■場観光協会前駐車場
■内生鮮食品やたこ焼き、手作りパンの販売、喫
茶休憩コーナーなど。

●レトロヂ2017
今年も、レトロ感満載で開催します。詳しくはイ
ベントチラシをご覧ください。
■日 5月21日㈰　午前10時～午後4時（小雨決行）
■場ナメラ商店街周辺
※会場周辺には駐車場がありませんので公共交通
機関をご利用ください。

●旧玉置家住宅　入場無料
開館時間　午前10時～午後4時　■休火曜
5月14日㈰まで外庭に鯉のぼりを揚げています。
◎甲

かっ

冑
ちゅう

展
■日5月5日㈮まで
■内三木甲冑倶楽部が制
作した甲冑を展示。

◎三木古文書塾
■日 5月17日㈬　午前10時～正午
■内市内の古文書を教材に実習します。
■費 500円　■期 5月12日㈮まで
■申■☎■窓　■定 20名程度
●旧小河家別邸　入場無料
開館日　木～日曜　午前10時～午後4時
◎お茶会
■日 5月5日㈮
　午前10時～午後3時
■費茶席（座敷）500円
呈茶（庭先）300円
（抹茶、和菓子付）
◎リニューアルオープン特別記念コンサート
（入場無料、先40名）
・フォークコンサート
　■日 5月14日㈰、28日㈰、6月11日㈰

　　　開場：午後1時30分　開演：午後2時
・ハンドベル演奏会
　■日 5月21日㈰　午前11時～、午後2時～

「三木商工会議所食づくりの会」加盟店3店舗が作る“三木にちなんだ食材”を使っ
た3種類のお弁当。季節を問わず、利用できます。各種5個以上から注文を承ります
ので、ぜひご賞味ください。
▶販売価格　1個1,200円
▶申込方法　受取希望日の7日前までに、電話・FAXで観光協会に申し込んでください。
▶受取場所　観光協会（20個以上注文の場合は配達が可能な場合があります。詳し

くは問い合わせてください。）

「よってこって弁当」　　　販売中好評

◆日　　時　5月5日㈮　午前10時　　◆集合場所　神戸電鉄恵比須駅
◆コ ー ス　恵比須駅→湯の山街道→三木城跡→金物資料館→みき歴史資料館→旧玉置家住宅

→旧小河家別邸→三木駅（約3㎞）
・ガイドボランティアの説明があります。
・雨天または雨天が予想される場合は中止することがあります。
・当日の中止・決行の問い合わせ（午前7時以降）神鉄鈴蘭台駅　☎078－591－0064

■問（市）商工観光課　観光振興グループ

第2回みっきぃハイキング（神鉄共催）  三木湯の山街道探訪コース
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「使って、遊んで、学んで納得！ 世界の三木かなもんの素晴らしさ！」をテーマに三木金物を使っ
た体験型の企画がたくさんあります。職人から家族連れまで、さらにパワーアップした「三木金物
博覧会第6回鍛冶でっせ！」にぜひ、お越しください。

■日5月27日㈯ 10時～16時
　 28日㈰   9時～16時
■場かじやの里メッセみき

入場無料三木かなもん　 モノづくり！

来て、見て、触って体験！ 三木の鍛冶職人や金物メー
カー約50社が大集結！ ボクら「かなもんジャー」も
参戦するよ！

ちびっこクイズ大会や抽選会もあるよ！
豪華賞品が当たるかも！？

小学生以下のみんなは、保護者の方と
一緒に参加してね！

今回の一押しイベント今回の一押しイベント今回の一押しイベント
●これぞ芸術！ 氷の器作り
氷
こおり

鋸
のこ

・氷
こおり

鑿
のみ

を使った氷の器作りにチャレンジ！
持ち帰りができるので、お刺身やフルーツを乗
せて食卓を彩ろう。
■日 27日 10：30～
（受付10：00～）
28日　9：30～
（受付 9：00～）
■費 1,000円　
■定先各40名
●竹で作るオリジナルしおり
竹製のオリジナルしおり作り。
■日 27日 10：00～
28日　9：30～（受付9：00～）

■費無料　■定先各40名

●親子で鍛冶屋体験
釘を加工してペーパーナイフを作ります。
鍛造の工程を一通り
体験できます。
■日 28日 9：00～
■費 500円　■定先 30組

●小枝でマイボールペン作り
好きな枝を選び、加工
してオンリーワンの
ボールペンを作ろう。
■日 27日 10：00～
28日　9：00～

■費 300円　■定先各80名

●親子で竹工作体験
竹で紙鉄砲を作ろう。
■日 28日 9：00～　■費無料　■定先 15組
●マイバターナイフ作り
■日 27日 10：00～
28日　9：00～

■費 300円
■定先各80名
●カッティングボード作り
■日 28日 9：00～
■費 3.000円　■定先 16名
●フラワーライフスタイル
季節の花の販売や園芸に関する相談会を開
催します。（両日開催）
●丸太切競技
■日 28日 13：30～（受付13：00～）

■問三木金物商工協同組合連合会　
鍛冶でっせ！事務局　☎83－5305
イベントの内容は事前の告知なく変更する
場合があります。

:http://www.miki-kanamono.or.jp/kajidesse/
でご確認ください。

検 索鍛冶でっせ！

ハーブ製品、コロッケ、牛丼、ピザ、焼きそば、
から揚げ、ジェラート、うどん、巻き寿司など

グルメブース多数出店
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【監査実施施設】

園
区 施 設 名 主な指摘事項

第
　
1
　
園
　
区

第
2
園
区

神 和
認定こども園

・乳幼児突然死症候群の事故防止対策は十分とれているが、呼吸確認の
記録方法について検討すること。

一 粒 園
認定こども園

・定款の変更及び土地の登記をすみやかに行うこと。

・研修報告を徹底し、フィードバック研修の実施を図ること。

清 心
認定こども園

・より充実するために研修の計画の立て方に創意工夫を図ること。

ひ ろ の
認定こども園

羽 場
認定こども園

・スキルアップのための管外研修を検討するなど、利用者サービスの視
点に立った研修の実施を図ること。

三 樹 幼 稚 園 ・不審者等の侵入に対する訓練の実施に努めること。

三 木 幼 稚 園 ・不審者等の侵入に対する訓練の実施に努めること。

広 野 幼 稚 園 ・不審者等の侵入に対する訓練の実施に努めること。

あ け ぼ の
認定こども園

・より充実するために職種別・テーマ別研修の実施を図ること。

り ん で ん
認定こども園

・スキルアップのための管外研修を検討するなど、利用者サービスの視
点に立った研修の実施を図ること。

上の丸保育所 ・乳児突然死症候群にかかる事故防止対策の取組状況等を記録すること。

（2）監査実施期間　　平成28年11月～平成29年3月

（3）監査への対応
・監査の指摘事項については、各施設はすみやかに対応し、改善済または改善に向けての準
備を進めています。

・平成27・28年度の2年間で、市内全園の「評価」「監査」を実施してきました。市として実施した
保育者合同研修や指導に加えて、第三者機関や専門家による指摘により、年度途中における改
善についてすみやかな対応ができました。平成29年度においても、平成27・28年度の実績を踏
まえて「評価」「監査」を実施してまいります。
・各施設に対する「評価」「監査」での指摘内容を、市として就学前教育・保育のさらなる充実
に活かしていきます。

・三木市内の認定こども園や幼稚園、保育所のより一層の教育・保育の質の向上及び運営の適正
化を図るため、引き続き保育者のスキルアップ研修や合同研修を実施します。また、「教育・
保育共通カリキュラム」に基づいた教育・保育の充実を図り、三木市がめざす生きる力を育む
教育・保育の実践に努めます。

平成29年度に向けて
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特集
S P E C I A L
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園
区 施設名 評価すべき主な点 改善を要する主な点

自 由 ケ 丘
認定こども園

・明るく落ちついた雰囲気の中で、一人一人を大
切にした生きる力の基礎を育む教育・保育を実
践している。

・園児と保育者との信頼関係を築くことを基盤と
して、自尊感情を育む取組をしている。

・自分でできたという小さな事実の積み重ねを自
信として自立につなげるなど、心の育ちを大切
にした教育・保育を実践している。

・特別支援教育の研修を実践に生かしている。

・自主性を発揮できる環境の中で、友だちとの関
わりを通して心の育ちを大切にした教育・保育
を実践している。

・全ての園児の自尊感情を育むとともに、豊かな人
権感覚を養う教育・保育を実践している。

・リーダーシップを発揮
できる保育教諭の育成
等、保育教諭の資質向
上に一層取り組む。

・職員会議では、職員の
多様な考えや意見を出
し合い、指導者の資質
向上と教育・保育の充
実につなげる。

・就学先となる 2 つの小
学校との連携をバラン
スよく行う。

緑 が 丘 東
幼 稚 園

自 由 が 丘
幼 稚 園

・園庭で自由にのびのびと活動をし、生きる力の
基礎を育む教育・保育を実践している。

・子どもたちの発達に目を向け、自尊感情を育む教育・
保育を実践している。

・「給食検討会議」にお
いて衛生管理に関する
検討を行う機会を定期
的に設ける。

志染保育所

・周囲の豊かな自然環境を生かし、のびのびとし
た活動を通して、生きる力の基礎を育む教育・
保育を実践している。

・保育者は、困り感の高い子どもの理解をし、真摯
な姿勢で学ぼうとしている。

・保護者との信頼関係を
築くため、さらにコ
ミュニケーションをと
るように努める。

い ず み
認定こども園

第
　
2
　
園
　
区

第
3
園
区

「監査」も「評価」と同様に、2年に1回の専門家による実地監査を市独自に義務付けています。
平成28年度に実施した11施設の結果は次のとおりです。

（1）監査のポイント
・法人及び施設運営（会計処理）の適正化
・適切な利用者支援の確保（安心・安全対策等）
・必要な職員の確保と職員処遇の充実（人員配置の適正化）
・地域における子育て支援の充実

（3）評価への対応
・各施設では、改善を要する点については自主的に対応済または改善に向けて準備中です。
・市は、評価結果を踏まえ随時指導主事が施設を訪問し、改善状況を把握するとともに、
より質の高い教育・保育の実現に向けて指導を行っています。

2 監　査

40ページのつづき�▶�▶�▶�
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特集
S P E C I A L
E D I T I O N2

市では、認定こども園や幼稚園、保育所の教育・保育の質の向上及び運営の適正化を図り、より
よい就学前教育・保育を行うため、三木市特定教育・保育施設評価委員会（大学教授や民間評価委
員会で構成する第三者委員会）による「評価」、また専門官による「監査」を平成27年度から行っ
ています。今月号では、広報みき3月号に続き、平成28年度に行った施設についてお知らせします。
なお、第三者による「評価」「監査」（書面監査は毎年実施）は、2年に1回行っているため、平成28
年度ですべての施設を一巡したことになります。

■問（市）就学前教育・保育課　

～平成28年度の実施施設について～
認定こども園などの評価及び監査の結果認定こども園などの評価及び監査の結果認定こども園などの評価及び監査の結果

園
区 施設名 評価すべき主な点 改善を要する主な点

エ ン ゼ ル
認定こども園

・乳児と幼児に応じた適切な環境が整えられ、養護
と教育はどちらも良好で総合的に展開されている。
・一人一人の子どもに対応した心の育ちを大切に
した教育・保育を実践している。

・子どもが、多様な経験ができるように配慮し、
生きる力の基礎を育む教育・保育を実践している。
・異年齢集団での遊びや生活を通して、社会性が
培われている。

・子どもたちの興味や関心に添った内容で、健全
かつ意欲的・自主的な教育・保育を実践している。
・子どもの発達段階や実態を把握し、教育・保育の
目標をしっかりと考えながら取り組んでいる。

・子どもの理解や教育・
保育理念、ねらいの共
有を中心とした園内研
修をさらに実施する。

・さらに子どもの発達に
ついて学び続けること
で教育・保育の一層の
充実につなげる。

・保護者からの要望や意
見については、今以上
に一つ一つに丁寧な対
応をしていく。

え び す
認定こども園

別 所
認定こども園

第　

１　

園　

区

1 評　価

（1）評価のポイント

①心の育ちを優先し、生きる力の基礎を育む教育・保育の内容
②異年齢集団での遊びや生活を通して社会性を培う教育・保育の内容
③自尊感情を育むとともに豊かな人権感覚を養う教育・保育の内容
④小学校との連携内容
⑤教育・保育への内容の保護者への説明
⑥保育教諭の資質向上のための取組内容
⑦施設の安全管理の取組内容
⑧地域の子育て拠点としての取組内容
⑨地域において子育て支援を行う団体との連携内容

（2）評価実施時期　　平成28年9月～平成29年2月

スタート1年目の認定こども園、幼稚園、保育所8施設の評価の結果は、平成
27年度実施施設と同様に概ね良い評価となっています。

特集 2はこちらから  つづきは▶�▶�▶�

【評価実施施設】


